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舞鶴、
良い。

@ahiru.photograph

# ヅルいい舞鶴
# my ヅルいい
# 対話集会
# 赤れんがパーク

今月の内容
2㌻　   舞鶴市政にあなたの思いを
　　　  対話集会始めます
4㌻　   赤れんがパークの歴史を振り返る
　　　  ～引き継ぎたい赤れんが物語～

市公式 Instagramは
こちら



▪申し込み方法
各開催日の７日前までに、申し込みフォーム

で。詳しくは、市ホームページで確認を。下コー
ドからアクセス可。多数の場合抽選。より多く
の市民に参加していただけるように、発言者と
して参加できるのは１人１テーマのみ。
▪その他

受け付けは、各開催時刻の 30 分前から
▪問い合わせ先

各テーマ別の担当課へ

次世代の思いを紡ぐ対話集会 テーマ別の対話集会

赤れんが倉庫群周辺の整備状況などをお伝えし、保存・
活用や今後整備するエリアの活用について話し合います。

デジタル化が進むことにより、市民・行政の両方がよ
り良い方向へ変化していく姿を想像し、あるべき姿と今
できることを一緒に考えます。

安心して子どもを産み・育てることができる環境づくり、
子どもの健やかな成長を社会全体で支える環境づくりなど「子
育てしやすいまち」の実現につ
いて話し合います。

歴史・文化遺産の保存・活用のあり方について「探り、
学ぶ、生かす、引き継ぐ」をテーマにして一緒に考えます。

身近な生活環境の維持活動（除草、清掃、除雪など）について、
市民と行政による協働や連携強化の方法、新たな担い手が活躍で
きる仕組み作りを一緒に考えます。

誰もが安心して暮らすために地域社会はどうあるべきか、
できることは何か、さらには行政施策のあり方など、多様な
性をテーマに対話します。

10 月14 日㈯   
14 時～16 時
赤れんが２号棟
❖発言者…15 人 
❖傍聴者…40 人

10 月 28 日㈯ 
13時30 分～15時30 分
赤れんが 4 号棟
❖発言者…16 人 
❖傍聴者…16 人

11月12 日㈰ 
13 時 30 分～16 時
うみべのもり保育所
❖発言者…15 人 
❖傍聴者…30 人

10 月15 日㈰ 
14 時～16 時
商工観光センター
❖発言者…15 人 
❖傍聴者…30 人

11月 5 日㈰ 
13 時～15 時
西市民プラザ
❖発言者…15 人 
❖傍聴者…30 人

11月 25 日㈯ 
13 時 30 分～15 時
フレアス舞鶴
❖発言者…10 人 
❖傍聴者…20 人

赤れんがの保存・活用社会人編

高校生世代編

デジタル化の推進 子ども・子育て

地域の歴史 身近な生活環境 多様な性について考える

開催日時

開催日時

開催日時 開催日時

開催日時 開催日時 開催日時

開催場所

開催場所

開催場所 開催場所

開催場所 開催場所 開催場所

定　　員
定　　員

定　　員 定　　員

定　　員 定　　員 定　　員

舞鶴市政にあなたの思いを

対
話
集
会

　   

始
め
ま
す

対話集会の開催に向けて
市ではこれまでから、市パブリック・コメント手続制度（市民意見提出制度）やアン
ケート、ワークショップなどを開催し、市民と行政が共に「まちづくり」を担う仕組
みを作ってきました。一方で、人口が減少し、新型コロナウイルスの感染拡大などの
影響で人間関係が希薄化するなど「まちづくり」を取り巻く環境が大きく変化してい
ます。そこで「舞鶴の未来は市民の声の中にある」と考え、今以上に市民の声に耳を
傾け、現場の目線で、誰のために、何のために、どのような「まちづくり」が重要か
を改めて確認することが必要です。この考えのもと、より良いまちづくりを進めるた
めに、市民と行政が対等な立場で、ともにアイデアを出しながら、企画、実践してい
くことが重要であり、市民の皆さんがまちへの思いを深め、まちづくりに参加しやす
い環境を整えていきたいと考えています。この対話集会を通じて情報を共有し、市民
の皆さんの意見をしっかりと聞き、舞鶴の未来を考えていきたいと考えています。

【問い合わせ先】
デジタル推進課（☎ 66・1092）

【問い合わせ先】
子ども支援課（☎ 66・1094）

【問い合わせ先】
人権啓発推進課（☎ 66・1022）

【問い合わせ先】
土木課（☎ 66・1053）

【問い合わせ先】
企画政策課（☎ 66・1042）

【問い合わせ先】
文化振興課（☎ 66・1019）

本年度は、高校生～ 30 代の若い世代
の思いを聞きながらまちづくりについ
て話し合う「次世代の思いを紡ぐ対話
集会」と、６つのテーマを話し合う「テー
マ別の対話集会」を実施します。市長
が皆さんから直接話を聞かせていただ
くので、皆さんの率直な「思い」を聞
かせてください。

　　　　　　　　　   《改革推進課》

【問い合わせ先】
改革推進課（☎ 66・1032）

【問い合わせ先】
改革推進課（☎ 66・1032）

9 月 24 日㈰ 14 時～16 時
西駅交流センター
18 歳～ 30 代
❖発言者…15 人 
❖傍聴者…50 人

対　　象

12 月16 日㈯ 14 時～16 時
西駅交流センター
15 歳～18 歳
❖発言者…15 人 
❖傍聴者…50 人

開催日時
開催場所

定　　員
対　　象

若者が活躍でき「魅力あるまちとは何か？」を一緒に
考えます。

「自分たちでできるまちづくり」「未来に希望が持てる
まちづくり」を一緒に考えます。
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舞
鶴
市
民
の
誰
も
が
知
っ
て

い
る「
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
」。
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も「
市
外
の
人

に
お
す
す
め
し
た
い
舞
鶴
の
観

光
地
や
施
設
」の
高
校
生
部
門
第

１
位
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。元
は

海
軍
が
武
器
や
弾
薬
な
ど
を
保

管
し
て
い
た
倉
庫
で
あ
り
、過
去

に
は
取
り
壊
す
こ
と
も
検
討
さ

れ
ま
し
た
が
、今
で
は
貴
重
な
文

化
遺
産
と
し
て
歴
史
を
伝
え
る

ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。多
く
の

人
が
集
う
観
光
施
設
と
な
っ
て

い
る
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
に
つ
な

が
る
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

赤
れ
ん
が
の
歩
み

▪
明
治
～
大
正
～
昭
和【
海
軍
ゆ

か
り
の
ま
ち
と
し
て
の
発
展
】

舞
鶴
の
赤
れ
ん
が
倉
庫
群
は
、

舞
鶴
鎮
守
府（
明
治
34
年
開
庁
）

の
軍
需
品
な
ど
の
保
管
倉
庫
と

し
て
、明
治
期
か
ら
大
正
に
か
け

て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。市
内
に
は

鎮
守
府
開
庁
以
降
、赤
れ
ん
が
倉

庫
群
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
赤

れ
ん
が
建
造
物
が
建
設
さ
れ「
海

軍
ゆ
か
り
の
ま
ち
」と
し
て
発
展

を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

▪
昭
和
～
平
成
中
期【
保
存
と
活

用
に
向
け
た
取
り
組
み
の
始
ま
り
】

老
朽
化
に
よ
り
取
り
壊
し
が

予
定
さ
れ
て
い
た
赤
れ
ん
が
倉

庫
の
歴
史
的
価
値
に
着
目
し
、昭

和
63
年
に
保
存
・
活
用
を
考
え

る
市
職
員
に
よ
る
自
主
研
究
グ

ル
ー
プ
が
発
足
。赤
れ
ん
が
施
設

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
始

ま
り
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
倉
庫
を

活
用
し
た
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、一
歩
ず
つ

活
用
が
進
め
ら
れ
、平
成
５
年
に

は
赤
れ
ん
が
博
物
館
、平
成
６
年

に
は
市
政
記
念
館
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
赤
れ
ん
が
施

設
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

徐
々
に
市
民
の
中
で
の
認
知
度

も
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、平

成
20
年
に
は
現
存
す
る
赤
れ
ん

が
倉
庫
12
棟
の
う
ち
、７
棟
の
倉

庫
と
１
棟
の
附

つ
け
た
りの
８
棟
が
国
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、平
成
24

年
に
こ
れ
ら
文
化
財
を
活
用
し

た
交
流
拠
点
施
設
と
し
て
舞
鶴

赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
の
歴
史
を
振
り
返
る

昭和63年 自主研究グループが赤れんが倉庫に着目 
（以降、研究会、ライトアップなどを実施）

平成５年 赤れんが博物館オープン（１号棟） 
※当時取り壊し予定としていた倉庫を活用

平成６年
平成19年

市政記念館オープン（２号棟）
まいづる知恵蔵オープン（3号棟）

平成20年 「赤れんが倉庫群」国の重要文化財に指定
平成24年 舞鶴赤れんがパークグランドオープン 

（４・５号棟）
「まいづる観光ブランド戦略」策定→「赤れ
んが」・「海・港」をシンボルイメージに

平成28年 赤れんが周辺等まちづくり構想策定
日本遺産に認定（赤れんがパークは日本遺
産構成文化財として登録）
[鎮守府 横須賀・呉・佐世保・舞鶴]日本近代
化の躍動を体感できるまち

平成29年 赤れんが周辺等まちづくり基本計画策定
日本イコモス国内委員会から「日本の20世
紀遺産20選」に選定
赤れんがパークを中心として広がる舞鶴の
海軍施設と東市街地の都市計画

平成30年 赤れんが周辺等まちづくり実施計画策定

令和元年～ 防衛省まちづくり支援事業を活用した周辺
整備

令和４年 国指定重要文化財建造物舞鶴鎮守府倉庫施
設保存活用計画策定

令和４年～ 公募設置管理制度(Park-PFI)による新た
な民間活力の導入による管理運営開始

赤れんがを生かしたまちづくり変遷

赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
が
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
。
以
降
、多
く
の
人
々

が
訪
れ
る
舞
鶴
市
を
代
表
す
る

ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▪
平
成
中
期
～
令
和【
官
民
連
携

に
よ
る
新
た
な
可
能
性
】

赤
れ
ん
が
の「
保
存
」
と「
活

用
」を
進
め
る
取
り
組
み
は
、市

内
だ
け
で
な
く
、徐
々
に
市
外
か

ら
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

文
化
庁
が
地
域
の
歴
史
的
魅

力
や
特
色
を
通
じ
て
文
化
・
伝

統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
発
信

す
る
た
め
に
設
け
た「
日
本
遺
産
」

に
、鎮
守
府
の
置
か
れ
た
横
須
賀

市
、
呉
市
、
佐
世
保
市
、
舞
鶴
市

の「
日
本
近
代
化
の
躍
動
を
体
感

で
き
る
ま
ち
」の
ス
ト
ー
リ
ー
が

平
成
28
年
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
は
そ
の
構
成

文
化
財
と
し
て
、舞
鶴
市
の
日
本

遺
産
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、平
成
29
年
12
月
、赤

れ
ん
が
倉
庫
群
を
中
心
と
し
て

広
が
る「
舞
鶴
の
海
軍
施
設
と
都

市
計
画
」が
、日
本
イ
コ
モ
ス
国

内
選
定
委
員
会
が
選
ぶ
人
類
の

歴
史
の
重
要
な
段
階
を
物
語
る

「
日
本
の
20
世
紀
遺
産
20
選
」に

選
定
さ
れ
、市
内
外
で
赤
れ
ん
が

パ
ー
ク
の
価
値
が
高
ま
る
中
、こ

れ
ま
で
以
上
に
近
代
化
の
歴
史
・

文
化
を
最
大
限
に
活
用
し
、隣
接

す
る
防
衛
施
設
と
の
調
和
の
と

れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、令
和
元
年
度
か
ら
防
衛
省
の

支
援
を
受
け（
※
１
）「
赤
れ
ん
が

周
辺
等
ま
ち
づ
く
り
事
業
」に
着

手
し
、パ
ー
ク
周
辺
の
ハ
ー
ド
面

の
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
か
ら
は
行
政
だ
け

で
は
難
し
い
さ
ら
な
る
に
ぎ
わ

い
を
創
出
す
る
た
め
、公
募
設
置

管
理
制
度（Park-PFI

）（
※
２
）

を
活
用
し
、
市
と
民
間
事
業
者

（
㈱W

O
O

DY H
O

U
SE

）
と
の

連
携
に
よ
る
重
要
文
化
財
を
生

か
し
た
施
設
の
整
備
・
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

※
１
…
防
衛
施
設
が
存
在
す
る
と

い
う
地
域
の
特
徴
を
活
用
し
、自

衛
隊
員
な
ど
と
防
衛
施
設
の
周

辺
地
域
の
住
民
と
の
文
化
の
交

流
や
、地
域
の
防
災
な
ど
の
た
め

の
活
動
の
促
進
を
企
図
し
た
ま

ち
づ
く
り
事
業
に
対
す
る
支
援

※
２
…
都
市
公
園
で
飲
食
店
、売

店
な
ど
の
公
園
施
設
の
設
置
や

管
理
を
行
う
民
間
事
業
者
を
公

募
に
よ
り
選
定
す
る
制
度
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～
引
き
継
ぎ
た
い
赤
れ
ん
が
物
語
～

大正 6 年の新舞鶴市街地図

市政記念館オープン

自主研究グループ

日本遺産に認定

赤れんがパークグランドオープン

赤れんが博物館オープン



舞鶴市役所

舞鶴東体育館

舞鶴東体育館駐車場

市役所前駐車場

赤れんが
2号棟

市政記念館

赤れんが
3号棟

まいづる智恵蔵

赤れんが
4号棟赤れんが

6号棟
赤れんが倉庫

赤れんが
倉庫

赤れんが
7号棟

赤れんが倉庫

赤れんが
8号棟

赤れんが倉庫

三角地エリア

三角地エリア
南側

赤れんがパーク駐車場

展望テラス

赤れんが
博物館前広場

赤れんが
博物館

赤れんが
5号棟

赤れんがイベントホール

赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
の

今
と
こ
れ
か
ら

防
衛
省
補
助
金
を

活
用
し
た

ハ
ー
ド
整
備

重
要
文
化
財
を
生
か
し
た
民
間
活
力
に
よ
る

新
た
な
交
流
・
に
ぎ
わ
い
の
創
出

重
要
文
化
財
を
活
用
し
た

日
本
の
近
代
化
を
伝
え
る
空
間
の
整
備

赤
れ
ん
が
周
辺
等
ま
ち
づ
く

り
事
業
は
防
衛
省
の
補
助
事
業

を
活
用
し
、市
の
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
で
あ
る「
赤
れ
ん
が
」・

「
海
・
港
」と
防
衛
施
設
が
存
在

す
る
と
い
う
地
域
特
色
を
生
か

し
な
が
ら
、赤
れ
ん
が
パ
ー
ク

周
辺
の
利
便
性
や
安
全
性
の
向

上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
防
災

拠
点
と
し
て
の
強
化
を
目
的
に

ハ
ー
ド
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

先
人
た
ち
の
熱
い
思
い
か
ら
始

ま
っ
た
赤
れ
ん
が
倉
庫
の
活
用
は
、

時
代
と
共
に
移
り
変
わ
り
、現
在

は
官
民
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
、こ
れ
ま
で
以
上
の
に

ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、

訪
れ
た
人
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
だ

け
で
な
く
、歴
史
・
文
化
を
伝
え

る
空
間
と
し
て
の
整
備
を
行
い
ま

す
。
今
後
、
修
理
と
耐
震
補
強
工

事
を
予
定
し
て
い
る
赤
れ
ん
が
６
・

７・
８
号
棟
を
し
っ
か
り
保
存
す

る
と
と
も
に
、国
か
ら
取
得
予
定

の
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
に
隣
接
す
る

防
衛
省
用
地（
通
称
北
吸
三
角
地
）

に
つ
い
て
も
、エ
リ
ア
全
体
の
利

便
性
が
向
上
す
る
よ
う
活
用
方
法

の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
で
は
、日
本
の
近
代
化
を
支

え
、本
市
の
歴
史
を
伝
え
る
重
要

文
化
財
で
あ
る
赤
れ
ん
が
倉
庫
群

を
し
っ
か
り
と
保
存
・
活
用
す
る

こ
と
で
、赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
の
に

ぎ
わ
い
を
創
出
し
、地
域
の
魅
力

を
高
め
、市
民
が
自
分
達
の
ま
ち

の
誇
り
と
し
て
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
よ
う
、今
後
も
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

民
間
活
用
に
よ
り
、２
号
棟
３
号
棟
間
に

オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
を
設
置
し
た
他
、芝
生
広

場
に
舞
鶴
の
海
の
幸
が
楽
し
め
る
レ
ス
ト

ラ
ン
が
オ
ー
プ
ン
、５
号
棟
で
は
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
の
販
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。今
後
も

重
要
文
化
財
の
赤
れ
ん
が
空
間
を
生
か
し

赤
れ
ん
が
６・
７・
８
号
棟
は
、明
治
35
年

に
海
軍
の
需
品
庫
と
し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
内
に
残
っ
て
い
る
８

棟
の
赤
れ
ん
が
倉
庫
の
中
で
も
、特
に
こ
の

３
棟
は
当
時
の
姿
が
手
つ
か
ず
で
残
っ
て

い
る
貴
重
な
建
物
で
す
。
ま
た
、こ
の
３
棟

の
正
面
に
は
荷
物
の
出
し
入
れ
の
た
め
使

用
さ
れ
て
い
た
れ
ん
が
敷
き
の
運
搬
路
が

あ
り
、平
成
15
年
に
市
民
の
手
に
よ
り
発
掘

これから整備するもの
駐車場の安全性・利便性
の向上や防災拠点として
の機能性を向上させるた
め、令和５年秋以降から市
役所庁舎前駐車場の整備
を予定しています。
令和５年度はその他に文庫山の落石防止のための工事や園路の設計業務、測量
調査などを予定しています。

つ
つ
、新
し
く
整
備
し
た
施
設
を
活
用
す
る

と
と
も
に
、民
間
な
ら
で
は
の
柔
軟
な
発
想

を
取
り
入
れ
た
魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
す
る
こ
と
で
、新
た
な
交
流
と
に
ぎ
わ
い

創
出
の
拠
点
と
し
て
進
化
し
て
い
き
ま
す
。

さ
れ
、通
称「
赤
れ
ん
が
ロ
ー
ド
」と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
の
中

で
も
こ
の
エ
リ
ア
は
特
に
当
時
の
雰
囲
気

が
残
る
貴
重
な
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、建
設
か
ら
１
２
１
年
が
経
過
し
、

経
年
劣
化
が
進
ん
で
お
り
、末
永
く
文
化
財

を
未
来
に
継
承
す
る
た
め
に
、今
後
、修
理

と
耐
震
補
強
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

62023 広報まいづる ９月号7

これまでに整備されたもの

赤れんが博物館前広場

遊覧船乗り場周辺

3 号棟 2 階 シェアオフィス

6 号棟 2 階

6 号棟 1 階

手前から 6・7・8 号棟

オープンテラス

YORU れんが

海側芝生広場レストラン

4 号棟 2 階 
アートコミュニティースペース 5 号棟 クラフトビール醸造所

これからの
赤れんがパークの
展望



　

市
で
は
、教
育
を
取
り
巻
く
環
境

や
社
会
情
勢
な
ど
の
変
化
を
踏
ま
え

「
第
３
次
舞
鶴
市
教
育
振
興
大
綱
」（
令

和
５
年
度
～
令
和
８
年
度
）の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
が
、鴨
田
市
長
の
就

任
に
伴
い
、改
め
て
大
綱
案
を
見
直

し
、こ
の
た
び
、新
た
な「
第
３
次
舞

鶴
市
教
育
振
興
大
綱
」（
案
）を
と
り
ま

と
め
ま
し
た
の
で
、市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
手
続
制
度（
市
民
意
見
提
出

制
度
）に
基
づ
き
、意
見
を
募
集
し
ま

す
。

【
募
集
期
間
】９
月
22
日
㈮
ま
で

【
提
出
方
法
】様
式
は
自
由
。住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
記
載
し「
２
０
２

３ 

第
３
次
舞
鶴
市
教
育
振
興
大
綱

（
R
5
・
８
案
）に
関
す
る
意
見
」と
明

記
し
、郵
送
か
持
参
、フ
ァ
ク
ス
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー

ム（
左
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）

で
教
育
総
務
課
へ
。
匿
名
、

電
話
、口
頭
に
よ
る
意
見
は

受
け
付
け
ま
せ
ん
。

【
大
綱（
案
）の
公
表
場
所
】教
育
総
務

課
、市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、西
支
所
、

加
佐
分
室
、各
公
民
館
、ま
な
び
あ
む
、

東
・
西
図
書
館
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
。

【
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い
】提

出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
考
慮
し
て
最

　
新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
の
一
部
助

成
を
開
始
し
ま
す
。
聞
こ
え
の
問
題

を
早
期
に
発
見
し
、適
切
な
対
応
や

支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、検
査
を

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
】令
和
５
年
９
月
１
日
以
降
に

出
生
し
た
子
ど
も

【
助
成
内
容
】新
生
児
１
人
に
つ
き
、初

回
検
査
の
自
動
A
B
R
・
A
B
R
ま

た
は
O
A
E
の
い
ず
れ
か
１
回
分

【
助
成
上
限
額
】
❖
自
動
A
B
R
・

A
B
R
…
４
，０
２
０
円
❖
O
A
E

…
１
，５
０
０
円

【
そ
の
他
】受
診
券
は
母
子
健
康
手
帳

交
付
時
に
交
付（
す
で
に
母
子
健
康
手

帳
を
交
付
済
み
の
人
に
は
、８
月
上

旬
に
受
診
券
を
発
送
済
み
）

▼
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課（
☎

65
・
0
0
6
5
）へ
。

　

新
婚
世
帯
の
経
済
的
な
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、住
宅
の
購
入
や
リ

フ
ォ
ー
ム
、賃
借
や
引
っ
越
し
の
費
用

を
補
助
す
る
支
援
制
度
を
開
始（
予
算

が
な
く
な
り
次
第
終
了
）。支
給
額
や

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。
下

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

【
対
象
】 

令
和
５
年
3
月
1
日
か
ら
来

年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
婚
姻
届
を

提
出
し
た
世
帯
で
、婚
姻
届
を
提
出

し
た
時
点
で
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
39

歳
以
下
で
あ
り
、次
の
全
て
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
人
。

❖
夫
婦
の
い
ず
れ
か
の
住
所
が
舞
鶴

市
内
に
あ
る
❖
夫
婦
の
前
年
の
所
得

を
合
算
し
た
額
が
5
0
0
万
円
未
満

の
世
帯
で
あ
る
❖
夫
婦
の
い
ず
れ
も

市
税
や
府
税
の
滞
納
が
な
い
❖
夫
婦

の
い
ず
れ
も
過
去
に
同
種
の
助
成
金

な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

▼
詳
し
く
は
、地
域
づ
く
り
支
援
課

（
☎
66
・
1
0
7
3
）へ
。

　

所
定
の
条
件
を
満
た
す
、市
内
に

高
圧
の
電
力
需
給
契
約
を
締
結
し
て

い
る
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者
・

団
体
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。
支

給
要
件
の
詳
細
、申
請
書
類
な
ど
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

を
。
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
可
。

【
給
付
額
】高
圧
電
力
契
約
１
口
に
つ

き
20
万
円

【
申
し
込
み
方
法
】11
月
30
日
㈭
ま
で

に
郵
送（「
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
ラ
イ
ト
」

ま
た
は「
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
プ
ラ
ス
」）

で
事
業
者
支
援
特
別
相
談
窓
口（
産
業

創
造
・
雇
用
促
進
課
内
）へ
。

▼
詳
し
く
は
、事
業
者
支
援
特
別
相

談
窓
口（
☎
66
・
0
0
2
8
）へ
。

　
国
が
作
っ
た
退
職
金
の
積
立
制
度
。

月
額
１
，０
０
０
円
か
ら
７
万
円
ま

で
自
由
に
設
定
で
き
、掛
金
は
所
得

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

【
対
象
】個
人
事
業
主
、小
規
模
企
業
の

経
営
者
・
共
同
経
営
者
・
役
員

【
申
し
込
み
方
法
】商
工
会
議
所
や
金

融
機
関
で
。

▼
詳
し
く
は
、独
立
行
政
法
人
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
共
済
相
談
室（
☎
０

５
０
・
５
５
４
１
・
７
１
７
１
）へ
。

　

道
路
や
公
園
な
ど
の
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
う「
ア
ダ
プ
ト
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
ま
い
づ
る（
環
境
美
化
里

親
制
度
）」の
参
加
者
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。

【
活
動
場
所
】駅
周
辺
や
公
園
、道
路
な

ど
の
公
共
ス
ペ
ー
ス（
清
掃
場
所
は
申

請
時
に
要
相
談
）

【
内
容
・
対
象
】次
の
全
て
の
活
動
を

実
施
す
る
個
人
か
団
体

❖
活
動
区
域
内
で
年
６
回
以
上（
２
か

月
に
１
回
程
度
）の
散
乱
ご
み
の
回
収

❖
ご
み
の
散
乱
状
況
な
ど
の
情
報
提

供
❖
環
境
美
化
に
必
要
な
活
動

【
そ
の
他
】ご
み
袋
を
市
が
提
供
。
集

め
た
ご
み
は
市
が
回
収
。
活
動
中
の

事
故
な
ど
に
備
え
、市
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
険
に
加
入
し
ま
す

【
申
請
方
法
】所
定
の
用
紙（
生
活
環
境

課
に
備
え
付
け
）に
必
要
事
項
を
記
入

し
同
課
へ
。

▼
詳
し
く
は
生
活
環
境
課（
☎
66
・
１

０
０
５
）へ
。

　
相
続
な
ど
に
よ
り
取
得
し
た
土
地

の
所
有
権
を
、国
に
移
転
す
る
こ
と

が
で
き
る
相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度

が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
制
度
に
関

す
る
詳
細
は
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
を
。
下
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
可
。

▼
詳
し
く
は
、京
都
地
方
法
務
局（
☎

０
７
５
・
２
３
１
・
０
１
３
１
）プ
ッ

シ
ュ
ボ
タ
ン
２
番
→
５
番
へ
。

暮
ら
し
の
情
報

新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
を

一 

部
助
成

事
業
者
電
力
価
格
高
騰

緊
急
対
策
事
業
給
付
金

相
続
し
た
土
地
を
国
が
引
き

取
る
制
度
が
ス
タ
ー
ト

市の人口と世帯数 人口  77,030 人（ ‐ 147 人）　世帯  34,393 世帯（－ 72 世帯）

男  38,766 人（ ‐ 99 人）　女  38,264 人（ ‐ 48 人）※令和５年 8 月１日現在の推計人口。（　）内は前月比。

小
規
模
企
業
共
済
制
度

新
婚
世
帯
支
援
事
業
補
助
金

市議会９月定例会
（予定）

市議会9月定例会の日程は右表のとおり。
▶詳しくは、議会事務局　（☎66・1060）へ。

※日程は変更になることがあります

日時 内容 場所

９月14日㈭10時から 本会議（代表質問）

 市議会議場15日㈮10時から 本会議（一般質問）

19日㈫10時から 本会議（一般質問、議案質疑）

21日㈭９時から 福祉健康

予算決算分科会・委員会
 議員協議会室

22日㈮９時から 市民文教

25日㈪９時から 産業建設

26日㈫９時から 総務消防

29日㈮９時から 予算決算委員会

10月 5日㈭10時から 本会議（委員長報告、討論、採決）  市議会議場
【
有
料
広
告
】

第
３
次
舞
鶴
市
教
育
振
興
大

綱（
案
）に
ご
意
見
を

スポーツ施設や野外活動施設など指定管理者を募集

区分 主な施設 応募説明会 担当課

スポーツ施設

東舞鶴公園（野球場、テニスコート、陸上競技場、弓道場など）

9 月 13 日㈬９時 スポーツ振興課（☎ 66・1058）
土木課（☎ 66・1053）

文化公園（体育館、プール、多目的施設、多目的広場など）
泉源寺公園（多目的施設など）
前島みなと公園（テニスコートなど）
伊佐津川運動公園（グラウンド、テニスコートなど）
東体育館

野外活動施設 青葉山ろく公園（グリーンスポーツセンター、パターゴルフ場、
多目的広場など） 9 月 13 日㈬ 10 時 30 分

地域づくり支援課（☎ 66・1073）
スポーツ振興課（☎ 66・1058）
土木課（☎ 66・1053）

市民活動施設 西市民プラザ 9 月 13 日㈬ 13 時 地域づくり支援課（☎ 66・1073）
勤労者福祉施設 勤労者福祉センター 9 月 13 日㈬ 14 時 30 分

産業創造・雇用促進課（☎ 66・1021）
商工観光施設 商工観光センター 9 月 13 日㈬ 16 時

　指定管理期間の満了により、来年 4 月 1 日から下表の施設を
管理・運営する指定管理者を募集します。

【応募対象】法人や団体などのほか、複数の法人・団体による共
同事業体（商工観光施設は市内に事業所がある場合に限る）。個
人は不可

【応募方法】10 月 10 日㈫までに所定の申請書 ( 各施設の担当課

に備え付け。市ホームページからダウンロード可 ) に必要書類を
添付し担当課へ持参。施設によって業務内容や応募要件が異な
ります。募集要項(担当課で配布。市ホームページからダウンロー
ド可 ) で確認を。
▶詳しくは、各施設の担当課へ。

終
案
を
作
成
。ま
た
、意
見
の
概
要
と

意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
整
理

し
公
表
し
ま
す（
氏
名
な
ど
は
公
表
し

ま
せ
ん
）。

▼
詳
し
く
は
、教
育
総
務
課（
☎
66
・

１
０
７
０
、ＦＡＸ
62
・
９
８
９
７
）へ
。

　

10
月
１
日
㈰
か
ら「
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
」が
全
国
一
斉
に
実
施
さ

れ
ま
す
。こ
の
調
査
は
、住
宅
と
そ
こ

に
居
住
す
る
世
帯
の
居
住
状
況
、世

帯
の
所
有
す
る
土
地
な
ど
の
実
態
を

把
握
し
、そ
の
現
状
と
推
移
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
５
年
ご
と

に
行
っ
て
い
ま
す
。調
査
結
果
は
、「
住

生
活
基
本
計
画
」の
成
果
指
標
の
設

定
、耐
震
・
防
災
を
中
心
と
し
た
都

市
計
画
の
策
定
な
ど
幅
広
く
利
用
さ

れ
ま
す
。

　

対
象
世
帯
に
は
、京
都
府
知
事
が

任
命
し
た
調
査
員
が
調
査
書
類
を
９

月
下
旬
か
ら
配
布
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、総
務
課（
☎
66
・
１
０

４
４
）へ
。

９
月
18
日
㈷
の
敬
老
の
日
を
中
心

に
、長
年
に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献

し
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
を
敬
い
、お

祝
い
し
ま
す
。

【
白
寿（
99
歳
）の
お
祝
い
】大
正
13
年

4
月
1
日
～
大
正
14
年
3
月
31
日
生

ま
れ
の
皆
さ
ん
に
お
祝
い
の
品
を
贈

り
ま
す
。

【
米
寿（
88
歳
）の
お
祝
い
】昭
和
10
年

1
月
1
日
～
同
年
12
月
31
日
生
ま
れ

の
皆
さ
ん
に
お
祝
い
の
品
を
贈
り
ま

す
。

【
そ
の
他
】地
域
ご
と
に
敬
老
行
事
も

実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
高
齢
者
支
援
課（
☎

66
・
1
0
1
3
）へ
。

※応募説明会は、いずれも市役所本館で開催（１時間程度）。申し込み不要

▪ 8 月号の訂正とお詫び
広報まいづる 8 月号 10㌻掲載の

「令和6年舞鶴市二十歳のつどい」
の開催日時に誤りがありました。
来年 1 月 8 日㈷ 14 時～ 16 時と
掲載していましたが、正しくは来
年 1 月 7 日㈰ 14 時～ 16 時です。
訂正してお詫びします。

敬
老
の
日
の
お
祝
い

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

道
路
や
公
園
な
ど
の「
里
親
」と

し
て
清
掃
活
動
に
ご
参
加
を

8



【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

　

初
回
接
種
を
完
了
し
た
全
て
の

人
を
対
象
に
接
種
を
実
施
。接
種
で

は
オ
ミ
ク
ロ
ン
X
B
B
・
1
系
統

の
株
に
対
応
し
た
ワ
ク
チ
ン
を
使

用
し
ま
す
。
発
症
予
防
、重
症
化
予

防
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▪
個
別
接
種

【
受
付
開
始
日
】９
月
11
日
㈪
か
ら

【
接
種
開
始
日
】❖
12
歳
以
上
…
９
月

25
日
㈪
か
ら
❖
６
か
月
～
11
歳
…

10
月
３
日
㈫
か
ら（
医
療
機
関
に
よ

り
異
な
る
）

【
協
力
医
療
機
関
】❖
12
歳
以
上
…

《
東
地
区
》青
葉
診
療
所
、あ
ら
が
湾

岸
ク
リ
ニ
ッ
ク
、指
宿
医
院
、浮
島

岸
本
診
療
所
、大
西
医
院
、岸
本
病

院
、黒
田
神
経
内
科
医
院
、曽
我
内

科
医
院
、髙
田
内
科
医
院
、西
村
医

院（
小
児
科
）、西
村
内
科
、東
舞
鶴

医
誠
会
病
院
、肥
後
内
科
医
院
、堀

澤
医
院
、渡
辺
病
院 《
中
地
区
》外
松

医
院
、西
村
医
院 《
西
地
区
》あ
い
お

い
橋
四
方
ク
リ
ニ
ッ
ク
、荒
木
ク
リ

ニ
ッ
ク
、片
山
産
婦
人
科
、河
﨑
内

科
、加
佐
診
療
所
、小
谷
整
形
外
科

医
院
、隅
山
医
院
、た
な
か
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
、鳥
井
医
院
、な
が
う
ち

こ
こ
ろ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
、藤
井
内
科

医
院
、ま
い
づ
る
協
立
診
療
所
、舞

鶴
赤
十
字
病
院 

❖
６
か
月
～
11
歳

…
岸
本
病
院
、西
村
医
院（
小
児
科
）、

舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
、舞
鶴
赤
十
字

病
院

【
申
し
込
み
方
法
】診
療
の
妨
げ
に
な

ら
な
い
よ
う
予
約
受
付
日
時
を
必

ず
確
認
の
上
、直
接
市
内
の
協
力
医

療
機
関
へ
。詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
を
。
下
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

【
そ
の
他
】対
象
者
に
は
順
次
個
別
に

案
内
を
送
付
し
ま
す

▪
集
団
接
種（
12
歳
以
上
）

【
受
付
期
間
】９
月
25
日
㈪
～
11
月
17

日
㈮

【
実
施
期
間
】10
月
24
日
㈫
～
11
月
８

日
㈬
、11
月
28
日
㈫
～
12
月
22
日
㈮

【
接
種
会
場
】商
工
観
光
セ
ン
タ
ー

【
申
し
込
み
方
法
】電
話
か
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
で
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
へ
。下
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
可
。

《
初
回
接
種
を
希
望
す
る
人
へ
》

　
生
後
6
か
月
か
ら
接
種
可
能
。接

種
希
望
者
は
直
接
協
力
医
療
機
関

へ
申
し
込
み
を
。

【
協
力
医
療
機
関
】❖
12
歳
以
上
…
舞

鶴
市
民
病
院
❖
5
歳
～
11
歳
…
岸

本
病
院
、西
村
医
院（
小
児
科
）、舞

鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
❖
6
か
月
～
4

歳
…
舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
68
・
９
２
２
５
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種

　
9
月
23
日
が「
手
話
言
語
の
国
際

デ
ー
」に
制
定
さ
れ
て
か
ら
今
年
で

６
年
に
な
り
ま
す
。ま
た
、そ
の
後

１
週
間
は「
国
際
ろ
う
者
週
間
」で

す
。
こ
の
期
間（
９
月
23
日
㈷
～
30

日
㈯
）、五
老
ス
カ
イ
タ
ワ
ー
を
青

色
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
手
話

言
語
を
使
う
こ
と
が
保
障
さ
れ
る

こ
と
で
、聞
こ
え
る
人
と
聞
こ
え
な

い
人
が
共
に
暮
ら
せ
る
、人
権
と
平

等
が
守
ら
れ
た
共
生
社
会
を
実
現

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
《
障
害
福
祉
・
国
民
年
金
課
》

　
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
取
り

組
ん
だ
日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金

の
募
集
で
は
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
、５
４
９
万
６
，３
３
０
円（
令

和
５
年
７
月
31
日
現
在
）が
集
ま
り

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
寄
せ
ら
れ
た
資
金
は
、日
本
赤

十
字
社
の
国
内
外
で
の
災
害
救
護

活
動
や
救
護
資
器
材
の
整
備
な
ど

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、福
祉
企
画
課（
日
本

赤
十
字
社
舞
鶴
市
地
区
、☎
66
・
１

０
１
１
）へ
。

赤
十
字
運
動
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

９
月　
日
は「
手
話
言
語
の

国
際
デ
ー
」
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飛鳥Ⅱ寄港 30周年記念
　クルーズ客船「飛鳥Ⅱ」が京都舞鶴港に寄港します。
今年は初代「飛鳥」が初寄港した平成 5 年 9 月 15 日
から 30 周年の節目の年。これを記念して、さまざまな
イベントを実施します。

【日時】9 月 16 日㈯８時入港 17 時出港（お見送りイ
ベントは 16 時 30 分から）

【場所】舞鶴西港第 2 ふ頭、うみとびら
【内容】当時を振り返る写真展や舞鶴を PR するおもて
なし、お見送りイベント

【その他】出港時に、特別に岸壁まで入場し、船のすぐ
そばでお見送りをするクルーズサポーターを随
時募集中。詳細は市ホームページで確認を。右
コードからアクセス可。
▶詳しくは、みなと振興・国際交流課（☎ 66・1037）へ。

猛威を振るった

　　  台風7号
　全国に記録的な豪雨をもたらした台風 7 号。舞鶴市も西・加
佐地区を中心に浸水被害や土砂崩れ、道路欠損が発生するなど
甚大な被害を受けました。
　市では、市民の皆さんの安全・安心を最優先に、8 月 14 日 22
時 13 分の大雨・洪水警報発表前の 14 日 18 時に自主避難所 5 か
所を開設。15 日 8 時に拠点避難所 18 か所を開設しました。ま
た、8 月 14 日深夜から 15 日未明にかけては土砂災害警戒情報
や記録的短時間大雨情報が 4 度発表されました。1 時間に約 90
～ 110㍉の猛烈な雨により土砂災害・河川洪水の危険性が高く
なったことから、14 日 23 時 20 分・40 分、15 日 1 時 15 分に西・
加佐地区に警戒レベル 4 避難指示、15 日 8 時に東・中・大浦地
区に警戒レベル 3 高齢者等避難を発令しました。
　今回の台風 7 号では幸いにも人的被害はありませんでしたが、
52 世帯 74 人が避難所に避難し、床上・床下浸水などの家屋被
害が計 87 件（19 日 17 時時点）、道路、河川などの被害が計 61
件（21 日 9 時時点）発生するなど、その被害は広範囲に及ぶも
のになっています。

復
旧
に
向
け

　
台
風
が
去
っ
た
後
、市
で
は
、被
害

状
況
の
把
握
に
努
め
、道
路
・
河
川
の

土
砂
の
撤
去
や
被
災
ご
み
の
収
集
、浸

水
家
屋
の
消
毒
、保
健
師
に
よ
る
健
康

相
談
訪
問
な
ど
復
旧
に
向
け
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、舞
鶴
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、

市
内
外
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
被
災
し
た
住
宅
の
泥
だ
し
や
清
掃

な
ど
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

今
一
度
準
備
や
対
策
の
確
認
を

　
今
回
の
台
風
の
よ
う
に
、近
年
、線

状
降
水
帯
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
に
よ

る
局
地
的
な
大
雨
で
、瞬
く
間
に
川
の

水
が
あ
ふ
れ
た
り
、土
砂
災
害
が
発
生

し
た
り
し
て
い
ま
す
。事
前
に
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
で
自
分
や
家
族
が
普
段
生

活
し
て
い
る
場
所
の
危
険
性
や
避
難

場
所
、持
ち
出
し
品
の
確
認
な
ど
、改

め
て
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

�
避
難
判
断
は
警
戒
レ
ベ
ル
で

避
難
の
お
知
ら
せ
は
、市
か
ら
防

災
行
政
無
線
や
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
な
ど
で
行
い
ま
す
。
警
戒
レ
ベ
ル

３
＝
高
齢
者
等
避
難
、警
戒
レ
ベ
ル

４
＝
避
難
指
示
、警
戒
レ
ベ
ル
５
＝

緊
急
安
全
確
保
で
す
。

急
激
な
気
象
状
況
の
変
化
な
ど
に

よ
り
、緊
急
的
に
警
戒
レ
ベ
ル
４
や

５
を
発
令
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

最
新
の
情
報
に
注
意
し
、発
令
時
に

危
険
な
場
所
に
い
る
人
は
避
難
行
動

を
と
り
、身
の
安
全
を
確
保
し
て
く

だ
さ
い
。な
お
、災
害
の
発
生
や
大
雨

な
ど
で
避
難
場
所
ま
で
の
移
動
が
か

え
っ
て
危
険
な
状
態
で
は
、近
隣
の

堅
ろ
う
な
建
物
や
自
宅
の
２
階
以
上

の
山
側
か
ら
離
れ
た
部
屋
な
ど
に
移

動
す
る
な
ど
、直
ち
に
身
の
安
全
を

確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

�
情
報
の
入
手
方
法

❖
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
❖
ま
い
づ

る
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
❖
市

公
式
ラ
イ
ン
❖
防
災
行
政
無
線

❖
緊
急
速
報
メ
ー
ル
❖
テ
レ
ビ

の
d
ボ
タ
ン
❖
ラ
ジ
オ
❖
舞
鶴

市
総
合
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
配

信
シ
ス
テ
ム

▲ハザードマップの一例 （左）ハザードマップ（中）モニタリングシステム（右）メール配信サービスの登録
公式ラインは18㌻に掲載

桑飼上地区

久田美地区桑飼上地区円満寺地区境谷地区



「家庭での食品ロス実態調査」参加者募集
　市民の皆さんとともにごみの削減、資源の有効活用を進めるため、京都府立大学と共同
で「家庭での食品ロス実態調査」を実施します。

【実施期間】❖前期…11月2日㈭～29日㈬❖後期…来年2月20日㈫～3月4日㈪
【内容】送付する専用ごみ箱（20㍑ペール）とWi-Fiルーターなどのキットを自宅に設
置し、期間中、家庭で出た食品ロスを分別し専用ごみ箱に入れる。また、参加者を2つ
のグループに分け、食品ロス削減の取り組みをするグループに割り振られた参加者は、
前期の後半2週間の間、食品ロス削減ツールを利用して食品ロス削減の取り組みを行
う
【対象】次の全てに該当する人❖世帯人数が2人以上❖食事の支度や買い物を日ごろ
行っている❖前期・後期の全調査期間に参加できる❖10月・12月・3月の計3回実
施するアンケートに全て回答できる
【募集人数】60人程度（多数の場合選考。応募結果は10月上旬までにメールなどで通知）
【その他】参加者には謝礼（QUOカード6,000円分）を支給。事前説明会を10月下旬と
11月中旬にオンラインで2回開催
【申し込み方法】9月19日㈫までに申し込みフォームで。右コードからアクセス可。
【問い合わせ先】生活環境課（☎66・1005）

▲専用ごみ箱。20㍑ペールで幅21
㌢、奥行29㌢、高さ43㌢。設置に
は床にA4サイズほどのスペース
が必要

▲専用Wi-Fiルーター。幅13㌢、奥
行13㌢、高さ3㌢。縦置き、横置き
いずれも可。コンセントに挿すだ
けで他の設定不要

山川 肇さん

舞鶴市廃棄物減量等推進審議会会長
京都府立大学大学院教授

舞鶴市のごみ量は減少していますが、可燃ごみの内容を見ると、食品ロスがごみとして多く排
出されています。

こうした食品ロスの削減は舞鶴市だけではなく、全国、さらには世界共通の課題です。
この調査では、家庭での取り組み、特に冷蔵庫の整理や買い物時の工夫により、食品ロス量が

どのように減少するのかを調査するものです。
調査では、冷蔵庫整理グッズの使用などにより、食品ロス削減に取り組んでいただきます。
この調査を通じて、どういった取り組みが食品ロスの削減に効果的であるのかを調べ、これか

らの食品ロス削減の推進に貢献したいと考えています。
ぜひ、ご参加ください。

減らそう食品ロス
 舞

鶴
市
の
ご
み
の
状
況

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、

こ
の
2
年
間
で
舞
鶴
市
の
ご
み
排

出
量
は
大
き
く
減
少
し
、令
和
4

年
度
の
1
人
1
日
当
た
り
の
ご
み

の
排
出
量
は
８
１
８・３
㌘
と
、手

数
料
見
直
し
前
と
比
較
し
て
82
・

５
㌘
、約
９
㌫
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、市
民
１
人
当
た
り

の
ご
み
排
出
量
は
全
国
平
均
を
下

回
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、最

新（
令
和
３
年
度
）の
京
都
府
平
均

７
７
５
㌘
よ
り
は
多
く
、ま
だ
ま

だ
ご
み
減
量
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
８
１
８・
３
㌘
の
う
ち

６
５
４・
７
㌘
を
占
め
る
可
燃
ご

み
の
内
訳
の
割
合
を
調
べ
て
み
る

と
、生
ご
み
の
中
に
は
、ま
だ
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
食
品
、い
わ
ゆ

る「
食
品
ロ
ス
」が
約
40
㌫
含
ま
れ

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

「
食
品
ロ
ス
」は
い
ろ
ん
な
意

味
で
も
っ
た
い
な
い

食
品
ロ
ス
が
ご
み
と
し
て
出
さ
れ

る
と
、ご
み
の
運
搬
や
焼
却
、埋
め

立
て
に
費
用
が
発
生
し
ま
す
。ご
み

の
問
題
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。廃

棄
し
た
食
品
を
生
産
す
る
際
に
使

用
し
た
水
や
飼
料
、加
工
や
輸
送
で

使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
も
結

果
と
し
て
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。さ
ら
に
は
、こ
う
し
た
一
連

の
経
済
活
動
や
ご
み
処
理
の
際
に

は
二
酸
化
炭
素
が
発
生
し
、環
境
に

も
大
き
な
負
荷
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、食
品
ロ
ス
は
ご
み

の
問
題
だ
け
で
な
く
、資
源
の
有
効

活
用
や
地
球
温
暖
化
に
も
関
わ
る

重
要
な
問
題
で
あ
り
、私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、食
べ
物
を
大
切
に
し
、

無
駄
な
廃
棄
を
減
ら
す
努
力
を
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
食
品
ロ
ス
」を
意
識
し
た

生
活
を

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
取
り
組
み

は
、舞
鶴
市
の
さ
ら
な
る
ご
み
減
量

を
進
め
る
上
で
重
要
な
取
り
組
み

で
す
。
食
品
ロ
ス
削
減
に
は
市
民

の
皆
さ
ん
が
日
々
の
生
活
の
中
で

少
し
意
識
を
変
え
る
こ
と
で
、大
き

な
効
果
が
あ
る
取
り
組
み
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。次
の
ペ
ー
ジ
に
、

い
く
つ
か
具
体
例
を
挙
げ
て
い
る

の
で
、日
常
生
活
の
中
に
取
り
入
れ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
心
掛
け
で
食
品
ロ
ス
を

削
減
し
、舞
鶴
の
環
境
を
よ
り
良
い

か
た
ち
で
次
の
世
代
に
継
承
し
て

い
け
る
よ
う
に
ご
み
の
減
量
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

日ごろの生活の中で「もったいないなぁ」と思い
ながら食べ物を捨ててしまう事がありませんか。
舞鶴市内の家庭から捨てられる可燃ごみのうち、
生ごみが占める割合は約41㌫で、そのうち約40㌫
はまだ食べられるのに捨てられてしまう食品、い
わゆる「食品ロス」となっています。この量は１年
間にリサイクルプラザに搬入される不燃ごみの量
に相当します。こうした食品ロスは日常生活の中
で少し意識を変えるだけで減らすことができます。
皆さんも食品ロスの削減について一緒に考えてみ
ませんか。        　　　　　　　　　　《生活環境課》

衣類、布（4㌫）

生ごみ
（41㌫）

紙類（29㌫）

ビニール袋など
（9㌫）

剪
せんてい

定枝類（6㌫）

靴（2㌫）

その他
（8㌫）

不燃ごみ（1㌫）

全国平均
（R3年度）

舞鶴市
（R4年度）

京都府平均
（R3年度）

（単位:グラム）

700

750

800

900

850
818

890

950

775

全国、京都府との比較（1人1日あたり）

818

R2年度 R3年度 R4年度

（単位:グラム）

700

750

800

900

850

873
901

950

市内のごみ排出量推移（1人1日あたり）

私
た
ち
に

で
き
る
こ
と

買い物前に冷蔵庫の
中身を確認して、必要
な分だけ買いましょう

買い物前の確認
すぐに食べる予定の食
品は手前から取るよう
にしましょう

手前どり

「そろそろ食べなき
ゃ！」という食品から
優先的に使い切りま
しょう

使い切り
食べきれる量を予測
して作りましょう

食べきり 消費期限は「安心して食べる
ことができる期限」、賞味期
限は「おいしく食べることが
できる期限」です。賞味期限
を過ぎてもすぐに食べられな
くなるものではありません

消費期限と賞味期限を正しく理解

買い物時のポイント

家庭でのポイント

生ごみのうち、約40㌫が食品ロス

可燃ごみ
内訳
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誰
も
が
な
り
得
る
認
知
症

令
和
７
年
に
は
65
歳
以
上
の
約

５
人
に
１
人
が
発
症
す
る
と
い
わ
れ

て
い
る
認
知
症
。
今
や
、
認
知
症
は

誰
も
が
な
り
得
る
も
の
で
す
。

令
和
５
年
６
月
14
日
、
国
会
で

「
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
た

め
の
認
知
症
基
本
法
」
が
成
立
し
ま

し
た
。
こ
の
法
律
で
は
、
認
知
症
が

あ
る
人
も
尊
厳
が
守
ら
れ
、
社
会
の

一
員
と
し
て
自
分
ら
し
く
生
き
る
た

め
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

本
市
で
も
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
自
分
ら
し
く
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共

に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回

は
、
そ
の
中
か
ら
認
知
症
カ
フ
ェ
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

認
知
症
を
通
じ
て
集
う
場

認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の

診
断
を
受
け
た
人
や
物
忘
れ
が
気
に

な
る
人
、
家
族
、
専
門
職
、
地
域
住

民
な
ど
誰
も
が
集
え
る
場
所
で
す
。

カ
フ
ェ
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
「
や
っ
て
み
た
い
こ

と
」
や
「
困
っ
て
い
る
こ
と
」
な
ど

い
ろ
ん
な
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
生
け
花
や
楽
器
演
奏
、

手
芸
な
ど
認
知
症
の
あ
る
人
・
な
い

人
関
係
な
く
、
自
分
の
得
意
な
こ
と

や
持
っ
て
い
る
力
を
披
露
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

市
内
に
あ
る
認
知
症
カ
フ
ェ
は

下
表
の
と
お
り
。
毎
月
の
日
程
を
掲

載
し
た「
認
知
症
カ
フ
ェ
つ
う
し
ん
」

も
発
行
し
て
い
ま
す
。
利
用
料
金
な

ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
で
き
ま
す
。
下
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

 i（あい）カフェ虹色  東舞鶴医誠会病院（大波下765‐16） ☎ 62・3606
毎週木曜日 おはようカフェ  七日市公会堂（七日市229‐2） ☎ 090・3719・9851

 青春Cafe照（てらす）  デイ・ホーム和夢（下福井928‐3） ☎ 78・１3１１
 カフェみんなの家  みんなの家（行永1792） ☎ 64・4562 毎週金曜日
 かふぇ より道  引土の家（引土182‐１） ☎ 77・5963 毎月第２木曜日
 にじカフェ  舞鶴赤十字病院内（倉谷427） ☎ 75・4176 毎月第３木曜日

毎
年
９
月
21
日
は
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」、
９
月
は
「
世

界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
緒

に
認
知
症
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  《
高
齢
者
支
援
課
》

▪認知症カフェ一覧

認
知
症
カ
フ
ェ
の
管
理
者
、
利
用
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

笑
顔
で
過
ご
せ
る
場
所

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
が
お
茶
会

や
談
笑
な
ど
が
で
き
、
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所

と
し
て
カ
フ
ェ
の
運
営
を
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
認
知
症
初
期
と
診
断
さ
れ
た
人
だ
け
で

な
く
、
一
人
暮
ら
し
や
日
常
生
活
の
悩
み
を
抱

え
て
い
る
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
集
い
、

他
の
利
用
者
に
悩
み
を
打
ち
明
け
た
り
、
励
ま

し
合
っ
た
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
に
な
る
と
、
約
束
を
忘
れ
る
な
ど

さ
さ
い
な
こ
と
か
ら
周
り
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
と
れ
な
く
な
り
、
疎
遠

に
な
っ
て
し
ま
う
人
が
多
い
で
す
が
、
こ
こ
を

利
用
さ
れ
る
人
は
笑
顔
で
交
流
を
楽
し
ん
で
お

ら
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
雰
囲
気
を
大

切
に
こ
れ
か
ら
も
、
気
軽
に
「
友
達
に
会
い
に

行
こ
う
」
と
思
え
る
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
場
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

カフェみんなの家 管理者　

足立 滉平さん

毎
回
参
加
す
る
の
が
楽
し
み

２
０
１
９
年
に
開
設
さ
れ
て
以
降
、
よ
く
利

用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
、

夫
が
亡
く
な
り
一
人
暮
ら
し
と
な
っ
た
と
き
、

い
ろ
ん
な
人
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
と
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
に
勧
め
て
い
た
だ

い
た
こ
と
で
す
。
私
は
話
を
聞
く
の
が
好
き
な

の
で
、
こ
こ
で
は
年
上
の
利
用
者
か
ら
私
の
知

ら
な
い
体
験
談
や
た
め
に
な
る
話
を
聞
か
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
っ

た
り
、
他
の
利
用
者
の
楽
器
の
演
奏
を
聴
か
せ

て
い
た
だ
い
た
り
で
き
て
、
毎
回
参
加
す
る
の

が
楽
し
み
で
す
。
こ
の
場
所
を
大
切
に
し
た
い

の
で
、
み
ん
な
が
気
持
ち
良
く
過
ご
せ
る
よ
う

に
と
、
カ
フ
ェ
の
敷
地
内
の
草
引
き
や
ト
イ
レ

掃
除
な
ど
の
手
伝
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ

利
用
し
て
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん

で
ほ
し
い
で
す
。

カフェみんなの家 利用者　

下森 恭子さん

「ぼけますから、よろしくお願いしま
す。～おかえりお母さん～」

母が認知症になっても、父は変わらぬ
愛を注ぐ。結婚生活60年を過ぎた90代夫
婦の生きる道。
【日時】9月24日㈰14時～16時
【場所】総合文化会館
【問い合わせ先】高齢者支援課

認
知
症
に
関
す
る
そ
の
他
の

取
り
組
み

認
知
症
カ
フ
ェ
以
外
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▪
認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

【
日
時
】
９
月
12
日
㈫
13
時
30
分
～

15
時

【
場
所
】
東
図
書
館

【
内
容
】
参
加
者
同
士
の
交
流
な
ど

【
対
象
】
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て

い
る
家
族

▪
オ
レ
ン
ジ
デ
イ
ズ

【
日
時
】
９
月
21
日
㈭
10
時
～
15
時

【
場
所
】
七
日
市
公
会
堂

【
内
容
】
西
舞
鶴
地
域
の
認
知
症
カ

フ
ェ
が
合
同
で
カ
フ
ェ
を
開
催
。
通

常
の
認
知
症
カ
フ
ェ
に
加
え
、
歯
科

医
師
に
よ
る
講
話
な
ど
も
実
施

▪
認
知
症
予
防
講
座

【
日
時
】
９
月
22
日
㈮
13
時
30
分
～

15
時

【
場
所
】
中
総
合
会
館

【
内
容
】
医
師
に
よ
る
基
礎
的
な
認

知
症
へ
の
理
解
や
病
院
に
か
か
る

タ
イ
ミ
ン
グ
、
治
療
方
法
な
ど
に

つ
い
て
の
講
話

▪
脳
を
鍛
え
る
わ
い
わ
い
活
動

【
日
時
】

10
月
か
ら
開
催

【
内
容
】
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
ア

プ
リ
「LIN

E

」
を
使
い
、
仲
間

同
士
で
交
流
を
し
な
が
ら
認
知

機
能
を
鍛
え
る

《
共
通
》【
問
い
合
わ
せ
先
】
高
齢

者
支
援
課
（
☎
66
・
１
０
１
８
）

利用者のハーモニカの演奏
世界アルツハイマー月間
特別映画上映会

認知症カフェ 場所 電話番号 実施日

９
月
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間

15



略語の見方　時＝日時　　場＝場所・会場　　内＝内容　対＝対象　定＝定員、募集人数　料＝料金
　　　　　　他＝その他　申＝申し込み方法　問＝問い合わせ先

【ご注意】次の場合は記載していません。対 だれでも　定 特になし　料 無料　他 特になし　申 不要

▶田辺城資料館、ふるさと発見館（郷土資料館）／毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日
▶総合文化会館、陶芸館／毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）　▶文化公園体育館／第２木曜日　▶東体育館／第３木曜日
▶中公民館／第４月曜日　▶まなびあむ、西・南・加佐公民館、大浦・城南会館／毎週月曜日
▶東図書館／毎週木曜日と祝日（火・木曜日の場合のみ）、毎月の最終火曜日
▶西図書館／毎週月曜日と祝日（月・水・金曜日の場合のみ）、毎月の最終水曜日

施設の
休館日

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

催
し

き
ょ
う
と
探
検
ウ
オ
ー
キ
ン
グ 

「
あ
る
古こ

っ
都と

」

時

11
月
30
日
㈭
ま
で
内
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
歩
い
て
健
康
づ
く
り
。参
加
者
に
は
抽

選
で
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ

り
。
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。
左
コ

ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可

対
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
る
京
都
府
民

問
府
健
康
対
策
課（
☎
０
７
５・４
１

４・４
７
２
４
）

西
図
書
館 

（
☎
75
・
５
４
０
６
）

●
市
制
施
行
80
周
年
記
念
事
業「
舞
鶴
の

古
地
図
と
海
図
展
」

時
９
月
８
日
㈮
～
17
日
㈰
10
時
～
18
時（
休

館
日
を
除
く
）内
「
舞
鶴
市
街
図
」な
ど
明
治
～

昭
和
初
期
に
刊
行
さ
れ
た
古
地
図
と
第
八
管
区

海
上
保
安
本
部
所
蔵
の
明
治
～
令
和
に
刊
行
さ

れ
た「
舞
鶴
港
」の
海
図
を
特
別
公
開

●
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

時
９
月
20
日
㈬
11
時
～
11
時
15
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た
遊
び

な
ど
対
０
～
２
歳
児

●
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

時
10
月
７
日
㈯
11
時
～
11
時
15
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
対
３
歳
以
上

東
図
書
館 

（
☎
62
・
０
１
９
０
）

●
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

時
９
月
23
日
㈷
11
時
～
11
時
15
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
対
３
歳
以
上

舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学
校　

 

（
☎
63
・
４
３
３
８
、ＦＡＸ
63
・
３
０
１
４
）

●
学
校
公
開

時
９
月
24
日
㈰
10
時
～
12
時
内
学
校
案
内
や

模
擬
授
業
・
教
材
体
験
な
ど
対
中
学
生
以
上

申
９
月
23
日
㈷
12
時
ま
で
に
電
話
か
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
同
校
へ
。

●
市
民
公
開
講
座

時
９
月
24
日
13
時
30
分
～
16
時

内
手
作
り
防
災
グ
ッ
ズ
作
り
定
先
着
40
人

対
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
申
９
月
23
日
ま

で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
校
へ
。

西
プ
ラ
バ
ザ
ー
ル

時
９
月
～
来
年
３
月
の
第
４
日
曜
日
、10
時

～
15
時
場
西
市
民
プ
ラ
ザ

内
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
家
の
雑
貨
や
陶
芸
作
品

な
ど
の
販
売

《
出
店
者
募
集
》
料

１
，０
０
０
円（
登
録
代
）

申
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
申
込
書（
同
プ
ラ

ザ
に
備
え
付
け
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
同
プ

ラ
ザ（
☎
77
・
０
０
８
６
）へ
。
詳
し
く
は
、ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。
下
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
可
。

博
愛
苑
利
用
者「
創
作
展
」

時
10
月
２
日
㈪
～
29
日
㈰
10
時
～
16
時

場
サ
ロ
ン「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」
問
同
サ
ロ
ン（
☎

63
・
３
０
０
８
、ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）

も
く
フ
ェ
ス
in
中
丹

時
10
月
７
日
㈯
10
時
～
15
時

場
三
段
池
公
園（
福
知
山
市
）内
林
業
機
械
の

実
演
や
試
乗
体
験
、丸
太
の
早
切
り
、ジ
ビ
エ

な
ど
の
飲
食
、木
製
品
の
販
売
な
ど

問
中
丹
広
域
振
興
局（
☎
62
・
２
５
８
６
）

●
子
ど
も
読
書
本
の
し
お
り
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品
展

時
９
月
29
日
㈮
～
10
月
３
日
㈫
10
時
～
18
時

内
京
都
府
内
の
学
校
な
ど
に
通
う
子
ど
も
の

作
品
約
１
０
０
点
を
展
示

●
赤
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば

時
10
月
３
日
㈫
11
時
～
11
時
15
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た
遊
び

な
ど
対
０
～
２
歳
児

青
葉
山
ろ
く
公
園 

（
☎
、ＦＡＸ
62
・
２
３
３
９
）

●
貯
筋
運
動
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

時
９
月
13
日
㈬
、
10
月
４
日
㈬
・
18
日
㈬
10

時
～
11
時
内
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ス
ト
レ

ッ
チ
な
ど
料
各
８
０
０
円

申
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
氏
名
、電
話
番

号
を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

時
10
月
14
日
㈯
、11
月
８
日
㈬
９
時
～
13
時

定
先
着
各
96
人
料
各
６
０
０
円
申
開
催
日
の

３
日
前
ま
で
に
窓
口
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

《
共
通
》他
掲
載
し
た
催
し
の
ほ
か
、イ
ベ
ン
ト

情
報
あ
り
。
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
。下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

田
主
誠
追
悼
版
画
展「
心
を
ひ
ろ
う
旅
」

時
９
月
13
日
㈬
～
18
日
㈷
10
時
～
17
時
場
総
合

文
化
会
館
内
今
年
亡
く
な
ら
れ
た
舞
鶴
出
身
の

版
画
・
造
形
家
田
主
誠
さ
ん
を
し
の
ん
で
、寄
贈

さ
れ
た
作
品
を
展
示
問
同
館（
☎
64
・
０
８
８
０
）

郷
土
資
料
館
で「
舞
鶴
ふ
る
さ
と
発
見
」

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

時
９
月
17
日
㈰
13
時
30
分
～
14
時
30
分

内
田
辺
籠
城
図
に
つ
い
て
学
芸
員
が
解
説

料
１
０
０
円（
学
生
50
円
、市
内
在
住
か
在
学

の
学
生
は
無
料
）

舞
鶴
消
防
創
立
80
周
年
記
念
式
典　
　

舞
鶴
市
消
防
団
一
団
制
記
念
行
事

時

10
月
７
日
㈯
10
時
～
12
時
内
式
典
や
消
防

団
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
の
実
施

場
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー
と
五
条
海
岸
一
帯

問
消
防
本
部（
☎
66
・
０
１
１
９
）

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
見
学
会

時

10
月
14
日
㈯
７
時
30
分
出
発
場
西
舞
鶴
駅

集
合
内
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
博
物
館（
福
井

市
）の
見
学
や
現
地
ガ
イ
ド
に
よ
る
説
明
な
ど

定
先
着
25
人（
20
人
未
満
の
場
合
中
止
）料
９
，

０
０
０
円（
昼
食
・
見
学
代
含
む
）

申
９
月
29
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
学
校
教
育
課

（
☎
66
・
１
０
７
２
）へ
。

リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

時
10
月
22
日
㈰
10
時
～
12
時

場
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
内
15
店
が
出
店
予
定

《
出
店
者
を
募
集
》対
18
歳
以
上
定
15
店（
多
数

の
場
合
抽
選
）他
販
売
業
者
や
事
業
所
の
出
店
、

飲
食
物
の
販
売
は
不
可
申

10
月
６
日
㈮
～
12

日
㈭
に
電
話
で
同
プ
ラ
ザ（
☎
64・７
２
２
２
）へ
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。下

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

晩
秋
の
古
道
を
歩
く

時

10
月
28
日
㈯
８
時
か
ら
場
水
間
か
ら
吉
田
、

大
君
、下
東
の
約
10
㌔
の
コ
ー
ス（
水
間
公
民

館
集
合
）対
小
学
５
年
生
以
上（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）料
３
０
０
円
定
先
着
50
人

申

10
月
６
日
㈮
ま
で
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
を
フ
ァ
ク
ス
で
舞
鶴
道
遊
く
ら
ぶ

（
ＦＡＸ
77
・
７
２
５
７
）へ
。

問
同
く
ら
ぶ
の
源
野
さ
ん（
☎
０
９
０・１
６

７
８・５
６
１
２
）

問
郷
土
資
料
館（
☎
75
・
８
８
３
６
）

木
版
画
展

時
９
月
20
日
㈬
～
10
月
11
日
㈬
９
時
～
17
時

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）場
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
内
同
セ
ン
タ
ー
会
員
が
創
作
し
た
作

品
の
展
示
問
同
セ
ン
タ
ー（
☎
64
・
３
２
３
３
）

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
９
月
21
日
㈭
12
時
10
分
～
12
時
50
分

場
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
内
「
オ
カ
リ
ナ
風
の
音
」

に
よ
る
演
奏「
線
路
は
続
く
よ
ど
こ
ま
で
も
」

「
里
の
秋
」ほ
か
問
文
化
振
興
課（
☎
66
・
１
０

１
９
）

エ
ム
ズ
デ
リ
落
語
会

時

9
月
22
日
㈮
11
時
か
ら
場
親
海
公
園
エ
ム

ズ
デ
リ
内
桂
三
扇
氏
に
よ
る
落
語

料
３
，５
０
０
円（
弁
当
、土
産
付
き
）

申
９
月
18
日
㈷
ま
で
に
電
話
で
エ
ム
ズ
デ
リ

（
☎
68
・
１
６
６
３
）へ
。

赤
れ
ん
が
博
物
館　

市
民
講
座

時
９
月
23
日
㈷
14
時
～
15
時
30
分
内
北
翔
大

名
誉
教
授
の
水
野
信
太
郎
氏
に
よ
る
講
演「
佐

世
保
の
海
軍
鎮
守
府
と
海
軍
工こ

う
し
ょ
う
廠
お
よ
び
舞
鶴
」

定
先
着
30
人
申
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
館（
☎

66
・
１
０
９
５
）へ
。

「
土
地
月
間
」無
料
相
談
会

時

10
月
６
日
㈮
10
時
～
16
時
場
西
駅
交
流
セ

ン
タ
ー
内
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
土
地
建
物
の

価
格
・
賃
料
・
権
利
関
係
な
ど
の
相
談

申

10
月
４
日
㈬
16
時
ま
で
に
京
都
府
不
動
産

鑑
定
士
協
会
事
務
局（
☎
０
７
５・２
１
１・７

６
６
２
）へ
。

教
室

陶
芸
館 

（
☎
、ＦＡＸ
64
・
３
２
６
３
）

●
ろ
く
ろ
体
験

時
９
月
16
日
㈯
9
時
30
分
～
10
時
30
分
、11

時
～
12
時
、14
時
～
15
時

定
各
５
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
９
月
12
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

●
も
の
づ
く
り（
干え

と支
の
置
き
物
）

時
10
月
15
日
㈰
、10
時
～
12
時
、14
時
～
16
時

定
各
10
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
10
月
９
日
㈷
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

《
共
通
》
料

１
，４
０
０
円（
中
学
生
以
下
１
，

１
０
０
円
）

誰
で
も
で
き
る
陶
芸
教
室

時
９
月
16
日
㈯
10
時
～
12
時
場
中
総
合
会
館

対
市
内
在
住
の
人（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）定
先
着
10
人
料
１
人
７
０
０
円（
材

料
代
）申
９
月
７
日
㈭
～
14
日
㈭
に
電
話
で
中

公
民
館（
☎
62
・
０
４
０
０
）へ
。

加
佐
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

（
加
佐
公
民
館
内
、☎
83
・
０
０
３
６
）

●K
A

SA

★
ナ
イ
ト 

よ
る
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク

時
９
月
30
日
㈯
17
時
～
20
時
30
分

内
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
初
心
者
向
け
の
ア
ウ
ト

ド
ア
講
座
な
ど
定

20
人（
多
数
の
場
合
抽
選
、

中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
料
５
０
０
円

（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
利
用
者
の
み
）

●
よ
う
こ
そ
加
佐
!　
　
　
　
　
　
　
　

キ
レ
ン
さ
ん
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
料
理
教
室

時

10
月
29
日
㈰
10
時
～
14
時
内
コ
コ
ナ
ッ
ツ

ミ
ル
ク
で
炊
い
た
ご
飯
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
風
フ

ラ
イ
ド
チ
キ
ン
作
り
料
１
，５
０
０
円（
材
料

代
）定
８
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

《
共
通
》申
９
月
20
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
。

お
知
ら
せ

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】
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観光・イベント・スポーツ
などに関する舞鶴の魅力
をＰＲする動画など

イベントなどの
旬な情報をお届け

公式 Facebook（フェイスブック） 公式ムービーチャンネル（YouTube）公式 LINE アカウント
防災情報、
市政・イベント情報など
←登録は、こちらのコードから

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

Wind of Maizuru
毎週木曜日、12時40分～12時50分
舞鶴のイベント情報などを紹介

お役立ち情報やイベント情報などを
広報番組「パブリックラインまいづる」などで
お知らせしています

市の広報番組

親
子
ス
イ
ー
ツ
教
室

時
９
月
23
日
㈷
11
時
～
12
時
場
ふ
る
る
フ
ァ

ー
ム
内
季
節
の
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た
パ
フ
ェ

作
り
定
先
着
12
組（
１
組
３
人
ま
で
）料
１
組

２
，０
０
０
円
申
９
月
22
日
㈮
ま
で
に
電
話
で

同
フ
ァ
ー
ム（
☎
68
・
０
２
３
３
、火
曜
定
休
）へ
。

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

時

11
月
４
日
㈯
～
12
月
９
日
㈯
に
計
６
回
、

10
時
30
分
～
16
時
30
分
場
京
都
府
聴
覚
言
語

障
害
セ
ン
タ
ー（
城
陽
市
）対
京
都
府
要
約
筆

記
者
と
し
て
登
録
し
活
動
が
可
能
な
人

料
４
，０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
９
月
15
日
㈮
～
10
月
16
日
㈪
17
時
に
京
都

聴
覚
言
語
障
害
者
福
祉
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

問
聴
言
セ
ン
タ
ー（
☎
64
・
３
９
１
１
）

募
集

舞
鶴
ユ
ネ
ス
コ
協
会
絵
画
・
作
品

●
絵
で
伝
え
よ
う
！「
わ
た
し
の
町
の
た
か

ら
も
の
」絵
画
展
小
・
中
学
生
絵
画

未
来
に
残
し
た
い
舞
鶴
の
文
化
財
や
自
然
、

風
景
な
ど
が
描
か
れ
た
絵
画
作
品
を
募
集
。

●「
地
球
社
会
に
生
き
る
」小
・
中
学
生
作
文

家
族
や
友
達
な
ど
身
近
な
人
た
ち
と
の
関

わ
り
か
ら
社
会
の
一
員
と
し
て
の
生
き
方
に
つ

い
て
考
え
た
こ
と
、平
和
や
自
然
を
守
る
こ
と

の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
な
ど
の
作
文
を
募
集
。

《
共
通
》対
小
学
４
年
生
～
中
学
生

申
10
月
６
日
㈮
ま
で
に
各
学
校
へ
。

問
学
校
教
育
課（
☎
66
・
１
０
７
２
）

自
衛
官
な
ど

防
衛
大
学
校（
一
般
）や
一
般
曹
候
補
生
、自

衛
官
候
補
生
、防
衛
医
科
大
学
校（
医
科
、看
護

科
）を
募
集
し
ま
す
。詳
し
く
は
、防
衛
省
・
自

衛
隊
舞
鶴
地
域
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。左

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

問
同
事
務
所（
☎
63
・
３
２
７
２
）

松
尾
寺
駅
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
本
遺
産
・
国
登
録
文
化
財
の
Ｊ
Ｒ
松
尾
寺

駅
舎
周
辺
を
清
掃
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
。

時

9
月
30
日
㈯
8
時
30
分
か
ら
場
Ｊ
Ｒ
松
尾

寺
駅
前
集
合
問
駅
舎
と
共
に
い
つ
ま
で
も
事

務
局（
☎
０
９
０・３
９
２
８・０
４
３
２
）

子
育
て

あ
そ
び
あ
む 

（
☎
65
・
５
０
５
０
）

●
わ
く
わ
く
デ
イ

時
９
月
15
日
㈮
、10
月
６
日
㈮
９
時
30
分
～

12
時
内
乳
児
専
用
ス
ペ
ー
ス
で
自
由
に
あ
そ

ぶ
対
２
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

●
お
父
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
あ
そ
び
の
体
験　

ボ
ー
ル
と
あ
そ
ぶ

時
９
月
17
日
㈰
10
時
30
分
～
11
時
対
４
か
月

～
１
歳
６
か
月
児
と
そ
の
父
親（
夫
婦
で
の
参

加
可
）定
先
着
10
組
申
電
話
か
受
付
窓
口
で
。

●
０
歳
あ
そ
び
の
体
験　

ふ
く
ろ
と
あ
そ
ぶ

時
９
月
20
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時

対
１
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

定
先
着
10
組
申
電
話
か
受
付
窓
口
で
。

●
１
歳
あ
そ
び
の
体
験　

ど
ろ
と
あ
そ
ぶ

時
９
月
27
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時
対
１
～
２

歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者
定
先
着
10
組

他
雨
天
時
は
ふ
く
ろ
と
あ
そ
ぶ
へ
変
更

申
電
話
か
受
付
窓
口
で
。

ス
プ
ー
ン
づ
く
り

時
９
月
30
日
㈯
13
時
30
分
～
16
時

場
ま
な
び
あ
む
内
木
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
プ

定
先
着
各
50
人
料
１
回
２
０
０
円
申
９
月
12

日
㈫
ま
で
に
西
公
民
館（
☎
75
・
６
５
０
１
）へ
。

ま
な
び
あ
む 

（
☎
64
・
４
０
６
０
）

●
生
活
講
座「
介
護
予
防
に
取
り
組
も
う
」

時
９
月
28
日
㈭
13
時
30
分
～
15
時

内
コ
ロ
ナ
禍
で
分
か
っ
た
こ
と
。
介
護
予
防
に

は
こ
れ
が
効
果
的
定
30
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
９
月
19
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
。

●
現
役
世
代
の
た
め
の「
ま
な
ぶ
！
講
座
」

時
９
月
30
日
㈯
13
時
15
分
～
15
時
内
講
演「
社

会
人
の
た
め
の
経
済
安
全
保
障
入
門
～
私
た
ち

の
仕
事
に
ど
う
関
わ
っ
て
く
る
の
か
～
」

定
先
着
24
人
料
７
０
０
円
申
9
月
20
日
㈬
ま

で
に
電
話
か
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

●
忙
し
い
人
の
た
め
の
健
康
づ
く
り
教
室

～
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
編
～

時
10
月
12
日
㈭
19
時
～
20
時
15
分
内
整
え
て
体

す
っ
き
り
。自
身
が
生
ま
れ
持
つ
最
大
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
引
き
出
す
体
を
作
る
定
先
着
20
人

料
５
０
０
円
申
10
月
５
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
。

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
技
を
子
ど
も
達
へ

時

10
月
14
日
㈯
10
時
～
12
時
内
シ
フ
ォ
ン
ケ

ー
キ
作
り
対
小
学
～
高
校
生（
小
学
３
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）
定

16
人（
多
数
の
場
合
抽

選
）料
５
０
０
円（
材
料
代
）

申
９
月
29
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

城
南
会
館 

（
☎
78
・
１
８
０
０
）

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
リ
メ
イ
ク
鉢
作
り
＆
多
肉

の
寄
せ
植
え
教
室

時
10
月
３
日
㈫
13
時
～
17
時
定
先
着
12
人

料
２
，０
０
０
円（
材
料
代
）

申
９
月
８
日
㈮
～
22
日
㈮
に
電
話
で
。

●
パ
テ
ィ
シ
エ
に
教
わ
る
ケ
ー
キ
教
室

時

10
月
11
日
㈬
13
時
30
分
か
ら
内
簡
単
シ
ュ

ー
ク
リ
ー
ム
を
作
る
定
先
着
16
人

料
１
，５
０
０
円（
材
料
代
）

申
９
月
８
日
㈮
～
22
日
㈮
に
電
話
で
。

●
と
っ
て
お
き
の
舞
鶴「
漁
師
に
教
わ
る
魚

料
理
教
室
」

時
10
月
21
日
㈯
11
時
～
14
時
定
先
着
20
人

申
９
月
13
日
㈬
～
22
日
㈮
に
電
話
で
。

電
子
図
書
館
の
利
用
説
明
会

時
・
場
❖
９
月
30
日
㈯
…
東
図
書
館
❖
10
月

１
日
㈰
…
西
図
書
館
、11
時
～
12
時
、14
時
～

15
時
対
電
子
図
書
館
を
利
用
し
た
こ
と
が
な

い
人
定
先
着
各
10
人
申
９
月
10
日
㈰
～
25
日

㈪
に
電
話
で
東
図
書
館（
☎
62
・
０
１
９
０
）か

西
図
書
館（
☎
75
・
５
４
０
６
）へ
。

高
専
の
防
災
士
と
学
ぶ
男
女
の
視
点
で
考

え
る
避
難
所
運
営
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

時

10
月
１
日
㈰
10
時
～
11
時
30
分
場
フ
レ
ア

ス
舞
鶴
内
カ
ー
ド
を
使
っ
た
学
習
を
通
し
て

男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
避
難
所
運
営
を

考
え
る
定
先
着
30
人
申
９
月
22
日
㈮
ま
で
に

電
話
か
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
人
権
啓
発
推
進

課（
☎
66
・
１
０
２
２
）へ
。

防
災
士
養
成
講
座

時
来
年
１
月
13
日
㈯
、２
月
３
日
㈯
場
中
総

合
会
館
内
地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
、

地
域
の
防
災
活
動
を
担
う
市
民
を
防
災
士
と

し
て
養
成
す
る
講
座
定
先
着
30
人

他
防
災
士
資
格
の
登
録
に
は
、防
災
士
認
証

登
録
料（
５
，０
０
０
円
）が
必
要

申
９
月
30
日
㈯
ま
で
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

で
危
機
管
理
・
防
災
課（
☎
66
・
１
０
８
９
）へ
。

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

ー
ン
や
バ
タ
ー
ナ
イ
フ
を
作
っ
て
遊
ぶ

対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
定
先
着
20
人

申
９
月
20
日
㈬
ま
で
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
い
づ
る
遊BixS

の
児
島
さ
ん

（
☎
０
９
０・３
６
１
４・８
２
６
５
）へ
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

子
育
て
支
援
基
幹
セ
ン
タ
ー（
☎
62
・
０
１
０
３
）

●
あ
か
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば

時
９
月
12
日
㈫
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
や
絵
本
の
よ
み
か
た
り
、

子
育
て
の
話
、母
親
同
士
の
交
流

対
妊
娠
中
の
人
、1
歳
未
満
児
と
そ
の
母
親

●
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

時
９
月
13
日
㈬
10
時
30
分
～
12
時
内
多
胎
児
親

子
の
交
流
と
情
報
交
換
対
多
胎
児
を
育
て
て
い

る
親
と
そ
の
子
ど
も
、多
胎
児
を
妊
娠
中
の
人

《
共
通
》場
中
総
合
会
館

そ
の
他

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

９
月
21
日
㈭
～
30
日
㈯
は「
京
の
み
ち　
深

ま
る
秋
と　
思
い
や
り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施
。一
人
ひ
と
り

が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、安
全
な
ま
ち
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

《
運
動
重
点
》❖
子
ど
も
と
高
齢
者
を
は
じ
め
と

す
る
歩
行
者
の
安
全
の
確
保
❖
夕
暮
れ
時
と
夜

間
の
交
通
事
故
防
止
と
飲
酒
運
転
な
ど
の
根
絶

❖
自
転
車
な
ど
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル

ー
ル
遵じ

ゅ
ん
し
ゅ守の
徹
底 　

  《
市
交
通
対
策
協
議
会
》

10
月
９
日
㈷
に
あ
そ
び
あ
む
は
臨
時
休
館

「
舞
鶴
赤
れ
ん
が
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
３
」

開
催
に
伴
う
交
通
規
制
な
ど
の
た
め
、10
月
9
日

は
臨
時
休
館
し
ま
す
。　　
　
　
《
あ
そ
び
あ
む
》

舞
鶴
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク  

（
東
体
育
館
内
、☎
66
・
１
０
６
１
）

●
走
り
方
教
室

時
・
場
❖
９
月
16
日
㈯
9
時
30
分
～
10
時
30

分
…
文
化
公
園
体
育
館
❖
９
月
18
日
㈷
９
時

30
分
～
10
時
30
分
…
東
体
育
館
対
小
学
１
～

３
年
生
定
先
着
各
20
人
料
各
１
，５
０
０
円

●
少
人
数
制 

走
り
方
教
室

時
・
場
❖
９
月
16
日
…
同
園
体
育
館
❖
９
月

18
日
…
東
体
育
館
、11
時
～
12
時
対
小
学
４
～

６
年
生
定
先
着
各
６
人
料
各
２
，０
０
０
円

《
共
通
》申
当
日
ま
で
に
電
話
か
窓
口
、ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
で
❖
16
日
…
同
園
体
育
館（
☎
77
・

１
８
５
０
）❖
18
日
…
東
体
育
館
へ
。

現
場
が
求
め
る
ス
キ
ル
を
習
得　
　
　

即
戦
力
パ
ソ
コ
ン
教
室

時
９
月
20
日
㈬
・
27
日
㈬
10
時
～
12
時
30
分

場
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー
内
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
の
実
用
的
な
ス
キ
ル
や
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
使
用
方
法
を
学
び
、仕
事
な
ど
で
役
に
立

つ
知
識
を
習
得
す
る
対
社
会
人

定
先
着
20
人
料
４
，０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）申
９
月
15
日
㈮
ま
で
に
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー（
☎

64
・
６
８
０
０
、ＦＡＸ
65
・
２
６
６
６
）へ
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

救
急
講
習（
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
コ
ー
ス
）

時
９
月
20
日
㈬
19
時
～
20
時
場
東
消
防
署
・

防
災
セ
ン
タ
ー
定
先
着
20
人

申
電
話
で
東
消
防
署（
☎
65
・
０
１
１
９
）へ
。

郷
土
史
講
座

時
９
月
22
日
㈮
・
30
日
㈯
、10
月
６
日
㈮
・
13

日
㈮
13
時
30
分
か
ら
場
西
総
合
会
館
内
舞
鶴

の
歴
史
を
学
習
す
る
講
座
対
市
内
在
住
の
人

【
有
料
広
告
】
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西
舞
鶴
駅
周
辺
は
、平
成
11
年
に
西
駅
交

流
セ
ン
タ
ー
と
J
R
、北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道

の
駅
が
一
体
的
に
建
設
さ
れ
、舞
鶴
市
の
西

の
玄
関
口
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、高
速
・
路
線
バ
ス
の
乗
り
場
は
駅

か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、乗
り
継
ぎ
の

利
便
性
の
低
さ
と
、人
の
流
れ
の
分
断
が
課

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、駅
を
中
心
と
し
た
に
ぎ
わ
い
拠

点
形
成
を
目
指
し
、現
在
計
画
中
の
駅
東
側

の
図
書
館
建
設（
予
定
）と
併
せ
、西
口
の
利

便
性
向
上
と
総
合
的
な
機
能
改
善
・
強
化
の

た
め
、バ
ス
待
合
所
を
西
駅
交
流
セ
ン
タ
ー

内
に
移
転
し
、鉄
道
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
な

ど
の
乗
降
場
所
の
集
約
、公
共
交
通
用
シ
ェ

ル
タ
ー（
上
屋
）の
整
備
、広
場
の
道
路
形
状

を
見
直
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
駅
前
広
場
の
工
事
は
10
月
頃
か
ら
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
工
事
中
は
利
用
者
の
皆
さ
ま

に
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　▪
工
事
概
要
説
明
会
を
開
催

【
日
時
】９
月
13
日
㈬
19
時
か
ら

【
場
所
】西
駅
交
流
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】
都
市
計
画
課（
☎
66
・

１
０
４
８
）

～
西
舞
鶴
駅
西
口
駅
前
広
場
が
新
し
く
な
り
ま
す
～

ホテル

新バス待合所
（1 階）

※車両は通行
　できません

車
両
一
時
待
避
所

一方通行西舞鶴駅
西駅交流センター

完成
イメージ図

西舞鶴駅西口駅前広場の
                 主な整備効果

１ 公共交通の交通結節点
　　 としての利便性向上

駅前の安全な交通の確保

まちの玄関口としての
         イメージアップ

こども

至綾部・京都

舞鶴市民病院

すこやかの森

中丹東
保健所

舞鶴ふるさと発見館（郷土資料館）
城北地域包括支援センター、西公民館

伊佐津川運動公園

（ゆうさい会館）

乳幼児教育センター
保育士就業相談窓口

西舞鶴駅の位置図

バ
ス
待
機
所

現バス待合所
（廃止）

駐輪場
三
の
丸
通
線

湯
口
線

府
道
西
舞
鶴

停
車
場
線

駅
を
中
心
と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

２
３

伊
佐
津

引
土

N

【
料
金
】無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】舞
鶴
市
文
化
協
会

事
務
所（
火
・
金
曜
日
の
13
時
〜
16

時
、☎
64
・
5
1
0
9
）

  
　
　 

　
　  

　
　 《
文
化
振
興
課
》

総合文化祭の日程一覧

月 日 行　事　名 場　所

9
29 オープニングセレモニー（テープカット）

総合文化会館

29 ～ 10/1 特別合同祭典展示の部（俳句・陶芸・服飾・華道・
ロマンドール・押し花・折り紙）

10

1
開会式典　

WE BELIEVE IN MUSIC（プログラムは下表のとおり）

7 ナツメロ歌謡祭

7 ～ 9
写団「北京都・写楽」写真展 中総合会館

全日本写真連盟舞鶴支部写真展

総合文化会館
8 秋の Joint Live（オジャバンド他）

13 ～ 15 彩絵画会展

14・15 芸能祭（プログラムは下表のとおり）

20 ～ 22 水墨画・墨彩画展示会（緑峰会） 西駅交流センター

21・22 茶会（茶道三流合同） 西総合会館

22 吟道大会（舞鶴岳風会） 舞鶴グランドホテル

27 ～ 29 柊展 赤れんが 2 号棟

11

3
舞鶴クラリネットアンサンブル定期演奏会 総合文化会館

舞鶴市民俳句大会
中総合会館

4・5 舞鶴書道連盟書道展

5 落ち葉舞い散るコンサート 赤れんが 2 号棟

11・12 あしで会書展 西駅交流センター

12
2・3 舞鶴演劇サークル谺記念公演

総合文化会館
3 市民吹奏楽団定期演奏会

　
市
文
化
協
会
の
加
盟
団
体
が
、日

頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
す
る
総
合

文
化
祭
。
12
月
３
日
㈰
ま
で
、市
内

各
所
で
魅
力
あ
る
発
表
や
展
示
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。日
程
は
左
表
の
と

お
り
。

順番 内容 出演団体

１ 洋楽 木村流大正琴　琴遊会

２ 新舞踊 智の会
３

邦楽
葉風会舞鶴支部

４ 三味音倶楽部
５ 日舞 喜扇満の会
６ 新舞踊 てまり会
７ 剣舞 新剣扇詩舞竹静会
８ 民舞 日本民踊研究会豊舞会
９ 邦楽 都山流尺八舞鶴会
10 日舞 龍美会
11 洋舞 畑本久美 Dance School
12 日舞 京香会
13 洋舞 スウィング
14 民舞 日本民踊研究会豊舞会
15 新舞踊 智の会
16 ダンス R-MDS ー嵐舞
17 太鼓 悳華クレインズ ’舞太鼓

順番 内容 出演団体
１ 洋楽 ウォーターバンド
２ 歌謡 ナツメロ友の会

３ 日舞 幸和の会

４ 邦楽 導乃会
５ 民舞 北京都民踊協会
６ 新舞踊 鶴の会
７ 邦楽 箏アンサンブル斗為巾

８ 吟舞
神心流尚道館
全丹地区舞鶴総支部

９ 新舞踊 藍の会
10 洋舞 Happy Bellydance appreciate
11 民舞 北京都民踊協会
12 日舞 若鶴会
13 邦楽 上田流尺八道竹龍会
14 民舞 北京都民踊協会
15 洋楽 恋さんバンド

▪10 月14 日プログラム ▪10 月15日プログラム

総合文化祭の日程

【
有
料
広
告
】

秋
の
総
合
文
化
祭

順番 出演団体

１ よつば会

２ オジャバンド
３ オカリナ仲間
４ M.J.B.
５ 小宮サックス教室
６ フォーク1, 2, 3
７ 知音
８ Roma
９ 野瀬尚史
10 川﨑弘司
11 かしまシスターズ
12 フィナーレ

「WE BELIEVE IN MUSIC」
プログラム

芸能祭　

21 20



各
地
の
水
田
や
水
辺
に
生
え
る
一
年
草
。茎

は
５
～
６
本
束
生
し
緑
色
で
、そ
れ
ぞ
れ
１
枚

の
葉
を
付
け
る
。葉
は
長
さ
３
～
７
㌢
で
披
針

形
、卵
心
形
な
ど
変
化
が
多
く
、茎
葉
と
も
に

毛
は
な
い
。
秋
に
葉
よ
り
低
い
花
序
を
出
し
、

青
紫
色
の
花
を
数
個
付
け
る
。花
に
は
葯や

く（
※
）

が
青
紫
色
の
長
い
雄
し
べ
と
、葯
が
黄
色
で
短

い
雄
し
べ
が
あ
り
、青
紫
色
の
雄
し
べ
は
、つ

ぼ
み
の
時
に
自
家
受
粉
し
、黄
色
の
雄
し
べ
は

開
花
後
花
粉
を
飛
ば
す
。名
前
の
由
来
は
、ナ

ギ（
ミ
ズ
ア
オ
イ
の
古
名
）に
似
て
小
さ
い
こ

と
か
ら
。除
草
剤
の
影
響
で
少
な
く
な
っ
た
。

ま
い
づ
る
花
図
鑑

【
協
力
】 

瓜
生
勝
朗 

氏

 Vol.199

コナギ
（ミズアオイ科）

☆
第
40
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選

手
権
大
会

　（
８
月
３
日
〜
６
日
、兵
庫
県
）

❖
女
子
団
体
戦・女
子
個
人
戦（
ダ
ブ
ル
ス
）
…

前
田
蓮
夏
、松
山
穂
乃
香（
以
上
、倉
梯
小
６
年
）

❖
男
子
団
体
戦・男
子
個
人
戦（
ダ
ブ
ル
ス
）
…

平
岡
侑
馬（
中
筋
小
６
年
）、山
口
陽
向（
倉
梯
第

二
小
６
年
）

☆
第
43
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会

　（
８
月
７
日
〜
10
日
、東
京
都
、神
奈
川
県
、千

葉
県
）

　
尾
﨑
寧
々
、
山
田
結
音（
以
上
、
高
野
小
６

年
）、西
馬
奈
々
、西
山
優
和（
以
上
、中
筋
小
６

年
）、砂
越
彩（
池
内
小
６
年
）、田
川
琶
子（
余

内
小
６
年
）、
國
谷
巴
七
、
田
中
芭
琉（
以
上
、

高
野
小
５
年
）、
田
川
李
杷
（
余
内
小
５
年
）、

松
本
千
那
実（
中
筋
小
５
年
）

☆
令
和
５
年
度
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信

制
体
育
大
会
第
25
回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　（
８
月
15
日
〜
18
日
、神
奈
川
県
）

　
山
中
大
慈（
東
舞
鶴
高
浮
島
分
校
２
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
以
上
、敬
称
略
）

全
国
大
会
優
勝
お
め
で
と
う

☆
令
和
５
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会（
北
海
道
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
２
０
２
３
）バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
大
会

　（
７
月
25
日
〜
30
日
、北
海
道
）

　
中
西
哲
太（
日
本
航
空
高
２
年
、白
糸
中
出
身
）

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

☆
N
P
B
ガ
ー
ル
ズ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
０
２
３

全
日
本
女
子
学
童
軟
式
野
球
大
会

　（
７
月
25
日
〜
31
日
、石
川
県
）

　
片
山
乃
々
葉（
高
野
小
６
年
）、片
山
美
空（
志

楽
小
６
年
）、霜
尾
美
玖（
岡
田
小
６
年
）、大
江

結
晶（
倉
梯
第
二
小
５
年
）

☆
第
57
回
全
国
道
場
少
年
剣
道
大
会

　（
７
月
28
日
、東
京
都
）

❖
中
学
生
の
部
…
小
畑
琥
太
郎
（
白
糸
中
３

年
）、
中
村
聡
太（
青
葉
中
３
年
）、
下
梶
谷
凛

（
白
糸
中
１
年
）

全
国
大
会
優
勝
・
出
場
者
を

紹
介

ahiru.photograph      　　          … soutamama488g       …

akira6178                …

a.y.a.1977               …
今月の

　「#ヅルいい舞鶴」「#myヅルいい」のタグが付いたインスタグラム
の投稿の中から、シティブランディングプロジェクト（※）メンバーが
投稿をピックアップ！投稿者（写真左上がアカウント名）からのコメ
ントと併せて紹介します。舞鶴の良いところを再発見しましょう。

舞鶴市に住む旧友と撮影しま
した。
浮かび上がった、山々をつなぐ
送電線と天の川。まるで五線
紙を流れる音符のように輝い
て、静かに過ぎる夏の夜を奏で
るように彩っていました。
きれいな星空も見られる舞鶴。
また訪れていろいろな舞鶴の
魅力を発見したいと思います。

コロナ禍でカメラを趣味
にしてようやく撮ること
ができた ｢ちゃった祭り｣
の花火です。打ち上げ場所
の最前列で見た花火の迫
力が伝わるといいな。

初めての舞鶴旅行！写真
が趣味なのでこの日の空
模様とすてきな海に感動。
たまたまそこで会った人
に撮ってもらいました！
家族のすてきな思い出に
なりました。

シンガポール料理コミュニ
ティ食堂 MON さんの気
まぐれワンプレート。手書
きのメニュー表の丁寧な説
明を読むと幸せな気持ちな
り、とてもおいしくいただ
きました。やさしさに包ま
れた集会所を改装されたお
店の雰囲気は大好きです。

ちゃった花火大会
—

今月の表紙
—

日常
—

うまいづる
—

※「舞鶴をまちの内側から元気にしたい」「市民の皆さんにもっとまちへの誇りや愛着を持っ
てほしい」という思いで令和2年度から始まった事業。市内事業者、教員、市の若手職
員などで結成し舞鶴の魅力発信に取り組んでいる

※葯…花粉が入った袋

毎週日曜日　９：00～12：00／13：00～17：00
（受け付けはそれぞれ終了30分前まで）

舞鶴市休日急病診療所
（舞鶴医療センター敷地内）　☎63・4970

9/16 ㈯ 開業医の診療終了後
9/17 ㈰ ８：30から
10/9 ㈷ ８：30から

9/18 ㈷ ８：30から
9/30 ㈯ 開業医の診療終了後
10/1 ㈰ ８：30から

9/23 ㈷ ８：30から
9/24 ㈰ ８：30から
10/7 ㈯ 開業医の診療終了後
10/8 ㈰ ８：30から

舞鶴赤十字病院  ☎75・4175 舞鶴共済病院  ☎62・2510 舞鶴医療センター  ☎62・2680

9/17 ㈰、10/9 ㈷
9：00～18：00

（受け付けは17：30まで）

9/18 ㈷、10/1 ㈰
9：00～18：00

（受け付けは17：30まで）

9/23 ㈷・24 ㈰、10/8 ㈰
9：00～18：00

（受け付けは17：30まで）
舞鶴赤十字病院  ☎75・4175 舞鶴共済病院  ☎62・2510 舞鶴医療センター  ☎62・2680

舞鶴市休日急病診療所の内科一次救急診療

休日・土曜日の救急・急病診療（内科・外科）

休日の小児科一次診療

土曜日に午後の診療がある診療所（小児科、内科系）

※できる限り昼間の時間帯に受診をお願いします。また、軽症など緊急を要しない場合には、できる限り平日　
の診療時間内に「かかりつけ医」での受診を

■小児科…西村医院（浜、☎63・5456）
■内科系…肥後内科医院（浜、☎62・0359）、鳥井医院（倉谷、☎75・3111）

※まずは電話で事前に症状などをお伝えください

※臨時休診の場合あり。診療時間などはお問い合わせを

休
日
診
療

2
0
2
3
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
　 

　
■
■
相
談
会

休日に開局している処方せん対応薬局
開局時間 ９：00～17：00　

休日・土曜日の水道修理

献血の日程

9/18㈷ まいづる薬局本店
（桃山町、☎66・3311）

9/23㈷・24㈰、
10/8㈰

まいづる薬局国立前
（倉梯町、☎65・1188）

10/1㈰ フラワー薬局舞鶴店
（浜、☎65・2277）

舞鶴市管工事協同組合（☎080・3770・6767、 
営業時間：8：00～17：00）

9/18㈷ 9：30～11：15 らぽーる西側
広場13：00～15：30

9/22㈮ 9：30～11：15 舞鶴市役所12：30～15：30

9/28㈭ 9：30～11：30 西総合会館
13：30～15：45 府漁業協同組合

無
料

※400㍉㍑のみ。骨髄バンクドナー登録会も同時開催

納期…10/2㈪
国民健康保険料4期
介護保険料4期
後期高齢者医療保険料3期

内　　容 日　　時 場　所 問い合わせ・その他

仕
事

就職個別相談 9/13㈬・20㈬・27㈬ 10：00～16：00

ジョブ・サポート
まいづる

ジョブ・サポート
まいづる
☎63・0810

若者サポートステーション出張相談 9/14㈭・21㈭・28㈭、
10/5㈭ 10：00～15：00

就労準備支援個別相談 9/15㈮・22㈮、10/6㈮ 10：00～16：00

マザーズジョブカフェ巡回相談 9/25㈪ 10：00～16：00

ＪＰカレッジ 9/28㈭ 10：30～12：00
13：00～14：30

看護職就業相談 10/2㈪ 13：30～15：00

看護職就業相談 9/20㈬ 13：30～15：00 ハローワーク舞鶴 府北部看護職支援センター
☎0772・46・9002

ひとり親家庭就労相談 9/12㈫・26㈫、10/10㈫ 10：00～16：00 市役所別館 府ひとり親家庭自立支援センター
☎0773・23・2771

教
育 定例教育委員会 9/28㈭ 14：00から 市役所別館 教育総務課　☎66・1070

福
祉

療育相談 9/11㈪・25㈪ 13：30～15：30 支援センター
みずなぎ

生活支援センターみずなぎ
☎64・3766

身体障害者相談 9/15㈮・25㈪、10/5㈭ 13：00～14：30
身障センター 障害福祉・国民年金課

☎66・1033、℻62・7957巡回更生相談 10/13㈮ 13：15～15：00
高齢者・障害者権利擁護相談

（財産管理・遺言・成年後見制度など） 9/20㈬ 13：00から 市役所別館 高齢者支援課　☎66・1012

行
政
・
法
律

行政相談 9/12㈫、10/10㈫（※） 14：00～15：30 市役所本館
※南公民館

生活支援相談課　☎66・1006

弁護士多重債務法律相談 9/14㈭ 17：00～18：30 西駅交流センター

公証人相談 9/19㈫ 13：30～15：30

市役所本館

土地家屋調査士相談 9/19㈫ 13：30～15：30

行政書士相談 10/3㈫ 13：30～15：30

税理士相談 10/4㈬   9：00～12：00

司法書士法律相談 10/5㈭ 13：30～16：30

弁護士府民法律相談 9/11㈪ 13：30から 中丹広域振興局 中丹広域振興局　☎62・2500

調停相談 10/4㈬ 10：00～12：00
13：00～15：00 西駅交流センター 京都地方裁判所舞鶴支部

☎75・2332

人
権

人権なんでもお気軽相談（電話も可） 9/11㈪・19㈫・25㈪、
10/2㈪・10㈫

  9：00～12：00
13：30～16：00 法務局舞鶴支局

法務局舞鶴支局　☎76・0858
特設人権相談 9/21㈭、10/5㈭(※) 13：00～16：00 フレアス舞鶴

※中丹広域振興局
女性のための相談室 平日   9：00～16：00 ‐ 女性のための相談室

☎65・0056

健
康

出張がん個別相談 9/21㈭ 13：30～15：30 中丹東保健所 府がん総合相談支援センター
☎0120・078・394 

聞こえの相談 9/28㈭ 13：00～16：00 聴言センター 聴言センター
☎64・3911、℻64・3912

暮
ら
し

FP による家計相談 9/13㈬ 10：00～15：00
市役所本館 生活支援相談センター

☎66・5001ひきこもり支援巡回相談 10/6㈮   9：00～12：00

9/20㈬ 16：00までに申込

9/22㈮までに申込
〈先着5人〉

要申込
〈先着3人〉

申込優先 〈定員12人〉

祝日のごみの収集 9/18㈷、10/9㈷は可燃・不燃ごみを通常どおり収集
9/23㈷は可燃ごみの収集はありません

10/6㈮ 17：00までに申込

9/13㈬ 16：00までに
申込〈先着3人〉

9/6㈬9：00から申込 
〈先着8人 〉

要申込

要申込

リサイクルプラザ
の休場

9/2㈯・10㈰・16㈯・24㈰・
29㈮・30㈯、10/8㈰ 222023広報まいづる 9月号23



8月号の人気記事
● １位…今、公民館が熱い！（97票）
● ２位…第7次舞鶴市総合計画「後期実行計画」策定（44票）
● ３位…まいづる元気人（13票）
　公民館の取り組みを紹介した記事が1位を獲得しました。「身近にあるのに
何に使用されているか知らなかったので、今回知ることができて良かった」「公
民館に縁のなかった人も足を運ぶきっかけになる記事だと思った」「子どもが
小さい頃、公民館の催しに参加したことを思い出した」「昔の公民館のイメー
ジのままだったので、今の公民館はすごいと思った」「世代問わず役に立ち、
面白そうな講座があるようなので機会があれば参加したい」などといったコ
メントがありました。
　2位の記事には「新しい市長の新しい取り組みに期待している」「ますます
魅力あふれる舞鶴になる政策を実現してほしい」「詳しいところまでは分から
なかったが大まかな施策などが分かり良かった」「人口減少が気になるので
Uターン、Iターンのしやすいまちづくりが進めばと期待する」「何に、何のために、
いくらお金が使われているか分かり良かった」などのコメントがありました。

8月号広報アンケート
● 公民館を利用したことはありますか？また、何があれば公民館を利用しよ

うと思いますか？
　回答者のうち、約61㌫の人が公民館を利用したことがあるようです。また、何
があればより公民館を利用するかには❖子どもと楽しめる催し❖1回で完結し、
簡単に参加できる催し❖親子連れ、友達同士ばかりでなく、1人でも参加しやすい
もの❖夜間の催し❖料理教室❖ヨガ・体操教室❖図書の充実❖絵画教室❖芸能
人を呼ぶ❖お金のセミナー❖サウナ❖習い事の体験会❖プロの講師❖生活で役
立つもの などの回答がありました。広報まいづるでは毎月公民館の催しを掲載し
ています。チェックしてぜひ参加してくださいね。　　　　　　　　《広報広聴課》
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193件
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162件

はがき
31件

応募件数

10代（1人）

30代（19人）

70代（33人）

60代（48人）

応募者
年代

80代（5人）

広報まいづるアンケート
1.「広報まいづる」の内容の満足度は、次のうち

どれですか？
　①大変良い　②良い　③不満　④大変不満
2. 広報まいづる 9 月号で興味・関心を持った記

事は何ですか？
3. 対話集会がスタートします。あなたが市長と

話をしたいテーマは何ですか？今回掲載した
テーマ以外でも、自由に教えてください。

応募方法
「はがき（〒625-8555（住所不要）舞鶴市役所
広報広聴課あて）」か「市ホームページ応募フォー
ム（右下コードからアクセス可）」で①アンケー
トの回答 ②住所 ③氏名（ふりがな） ④年齢 ⑤電
話番号 ⑥広報紙や市政への意見などを記入し、9
月 25 日㈪（必着）までに広報広聴課へ。

※応募は１人１回。当選者はアンケート
の全てに回答があった人の中から抽選
で決定。当選者にのみ通知します

※いただいた感想や意見は、匿名で広報
紙に掲載することがあります

京都丹の国農業協同組合の舞鶴万願寺甘とう部会から万願寺甘とう
化粧箱をプレゼント。化粧箱には万願寺甘とうが8袋入っていて、お裾
分けにもぴったりです。
「京のブランド産品」に認証された夏野菜を代表する万願寺甘とうは、

煮て良し・焼いて良し・揚げて良しの三拍子そろったとうがらしで、辛
味がなく、子どもからお年寄りまで誰でも安心して食べることができます。

夏の疲れを癒やしてくれるこの一品、ぜひご賞味ください。

あなたの意見や感想を
聞かせてください

アンケートに答えて
プレゼントに応募しよう

今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

10名
万願寺甘とう
　　　　　化粧箱入り

抽選で

40代（25人）

50代（55人）

20代（5人）未回答（2人）

【提供】舞鶴万願寺甘とう部会（京都丹の国農業協同組合内（綾部市宮
代町前田 20）、☎ 0773・42・1814）
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